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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　給電装置と複数の受電装置とが前記給電装置を先頭にデイジーチェーン接続されたＡＶ
システムであって、
　前記給電装置は、
　接続検出線と、
　前記接続検出線に電圧を印加する印加部と、
　前記接続検出線の電圧レベルに応じて、前記受電装置に電源を供給又は電源の供給を停
止する電源供給部とを備え、
　前記受電装置は、
　前記電源の供給を受けてコンテンツ信号を出力するコンテンツ信号出力部と、
　接地電位を有する接地端子と、
　後ろ隣の他の受電装置と接続するための第１のコネクタと、
　前記第１のコネクタにつながる導通線と、
　前隣の前記給電装置の前記接続検出線、又は、前隣の他の受電装置の前記第１のコネク
タを介して前記前隣の他の受電装置内の導通線、と接続するための第２のコネクタと、
　前記第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通
線を、前記接地端子又は自身の前記導通線のいずれかに接続可能であり、前記電源の供給
がなくても接続状態を保持できる第１のスイッチ部と、
　前記第１のスイッチ部による前記第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記
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前隣の他の受電装置内の導通線の接続先に応じて、前記電源の供給先を前記コンテンツ信
号出力部又は後ろ隣の他の受電装置のいずれかに切り替える第２のスイッチ部とを備える
ことを特徴とするＡＶシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のＡＶシステムであって、
　前記受電装置はさらに、
　前記第１のスイッチ部と接続され、前記第２のコネクタに接続された前記接続検出線又
は前記前隣の他の受電装置内の導通線の接続先に応じて、電圧レベルが変動するスイッチ
検出部を備え、
　前記第２のスイッチ部は、前記スイッチ検出部の電圧レベルに応じて、前記電源の供給
先を切り替えることを特徴とするＡＶシステム。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のＡＶシステムであって、
　前記受電装置はさらに、
　前記第１のスイッチ部が前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線の接続
先を切り替えたとき、前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線と前記第１
のスイッチ部との接続を遮断し、前記第２のスイッチ部が前記電源の供給先を切り替えた
後、前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線と前記第１のスイッチ部との
接続遮断を解除する遮断部を備え、
　前記コンテンツ信号出力部はさらに、前記電源が供給されたとき、前記給電装置からの
要求に応じて前記コンテンツ信号出力部の種類に関するタイプ情報を出力し、
　前記給電装置はさらに、
　前記接続検出線の電圧レベルの変化に応じて、前記電源を供給されたコンテンツ信号出
力部に前記タイプ情報を要求する要求部と、
　前記タイプ情報に基づいて、前記コンテンツ信号出力部を制御する制御部とを備えるこ
とを特徴とするＡＶシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のＡＶシステムであって、
　前記電源供給部は、前記接続検出線の電圧レベルがＨレベルからＬレベルへと変化した
場合であって、前記遮断部が前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線と前
記第１のスイッチ部との接続を遮断してから遮断を解除するまでに掛る時間よりも長い所
定期間が経過しても前記電圧レベルがＬレベルを維持しているとき、前記電源の供給を停
止することを特徴とするＡＶシステム。
【請求項５】
　給電装置と複数の受電装置とが前記給電装置を先頭にデイジーチェーン接続されたＡＶ
システムであって、
　前記給電装置は、
　接続検出線と、
　前記接続検出線に電圧を印加する印加部と、
　前記接続検出線の電圧レベルに応じて、前記受電装置に電源を供給又は電源の供給を停
止する電源供給部とを備え、
　前記受電装置は、
　前記電源の供給を受けてコンテンツ信号を出力するコンテンツ信号出力部と、
　接地電位を有する接地端子と、
　後ろ隣の他の受電装置と接続するための第１のコネクタと、
　前記第１のコネクタにつながる導通線と、
　前隣の前記給電装置の前記接続検出線、又は、前隣の他の受電装置の前記第１のコネク
タを介して前記前隣の他の受電装置内の導通線、と接続するための第２のコネクタと、
　前記第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通
線を、前記接地端子又は自身の前記導通線のいずれかに接続可能であり、前記電源の供給
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がなくても接続状態を保持できる第１のスイッチ部とを備え、
　前記第１のスイッチ部は、前記受電装置に電源が供給されたとき、前記給電装置から出
力される指定通知に応じて前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線の接続
先を切り替え、
　前記受電装置はさらに、
　前記指定通知に応じて前記電源の供給先を前記コンテンツ信号出力部又は後ろ隣の他の
受電装置のいずれかに切り替える第２のスイッチ部を備え、
　前記給電装置は、
　前記複数の受電装置のうち、制御対象とする受電装置の指定を受け付ける指定受付部と
、
　前記指定された受電装置の識別番号を含む前記指定通知を前記受電装置に出力する指定
通知部とを備えることを特徴とするＡＶシステム。
【請求項６】
　請求項５に記載のＡＶシステムであって、
　前記給電装置はさらに、
　前記電源を供給するとき、後ろ隣の前記受電装置用の識別番号を通知する第１の識別番
号通知部を備え、
　前記受電装置はさらに、
　前記前隣りの給電装置又は受電装置から通知される識別番号を自己識別番号として登録
する登録部と、
　前記自己識別番号に基づいて、後ろ隣の前記受電装置用の識別番号を作成し、作成され
た識別番号を通知する第２の識別番号通知部とを備えることを特徴とするＡＶシステム。
【請求項７】
　請求項６に記載のＡＶシステムであって、
　前記受電装置はさらに、
　前記自己識別番号と前記指定通知に含まれる識別番号とに基づいて、前記指定された受
電装置が自身であるか、自身よりも後段に接続された他の受電装置であるかを判断する判
断部を備え、
　前記指定された受電装置が自身である場合、第１のスイッチ部は前記接続検出線又は前
記前隣の他の受電装置内の導通線を前記接地端子に接続し、前記第２のスイッチ部は前記
電源の供給先を前記コンテンツ信号出力部とし、
　前記指定された受電装置が自身よりも後段に接続された他の受電装置である場合、前記
第１のスイッチ部は前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線を自身の前記
導通線に接続し、前記第２のスイッチ部は前記電源の供給先を前記後ろ隣の他の受電装置
とし、前記第２の識別番号通知部は、前記識別番号を通知することを特徴とするＡＶシス
テム。
【請求項８】
　請求項７に記載のＡＶシステムであって、
　前記受電装置はさらに、
　前記指定された受電装置が自身である場合、第１及び第２のスイッチ部の動作が完了し
た後、起動完了通知を送信する起動完了通知部と、
　前記給電装置からのタイプ情報の要求に応じて前記コンテンツ信号出力部の種類に関す
るタイプ情報を前記給電装置に送信するタイプ情報送信部とを備え、
　前記給電装置はさらに、
　前記起動完了通知に応じて、前記指定された受電装置に前記タイプ情報を要求するタイ
プ情報要求部と、
　前記送信されたタイプ情報に応じて前記指定された受電装置のコンテンツ信号出力部を
制御する制御部とを備えることを特徴とするＡＶシステム。
【請求項９】
　電圧が印加されている接続検出線と、前記接続検出線の電圧レベルに応じて電源を供給
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又は電源の供給を停止する電源供給部とを備えた給電装置とデイジーチェーン接続可能な
受電装置であって、
　前記電源の供給を受けてコンテンツ信号を出力するコンテンツ信号出力部と、
　接地電位を有する接地端子と、
　後ろ隣の他の受電装置と接続するための第１のコネクタと、
　前記第１のコネクタにつながる導通線と、
　前隣の前記給電装置の前記接続検出線、又は、前隣の他の受電装置の前記第１のコネク
タを介して前記前隣の他の受電装置内の導通線、と接続するための第２のコネクタと、
　前記第２コネクタに接続された前記接続検出線又は前記前隣の受電装置内の導通線を、
前記接地端子又は自身の前記導通線のいずれかに接続可能であり、前記電源の供給がなく
ても接続状態を保持できる第１のスイッチ部と、
　前記第１のスイッチ部による前記第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記
前隣の他の受電装置内の導通線の接続先に応じて、前記電源の供給先を前記コンテンツ信
号出力部又は後ろ隣の他の受電装置のいずれかに切り替える第２のスイッチ部とを備える
ことを特徴とする受電装置。
【請求項１０】
　電圧が印加されている接続検出線と、前記接続検出線の電圧レベルに応じて電源を供給
又は電源の供給を停止する電源供給部とを備えた給電装置とデイジーチェーン接続可能な
受電装置であって、
　接地電位を有する接地端子と前記電源の供給を受けてコンテンツ信号を出力するコンテ
ンツ信号出力部とを備えたコンテンツ装置を着脱可能なコンテンツ用コネクタと、
　後ろ隣の他の受電装置と接続するための第１のコネクタと、
　前記第１のコネクタにつながる導通線と、
　前隣の前記給電装置の前記接続検出線、又は、前隣の他の受電装置の前記第１のコネク
タを介して前記前隣の他の受電装置内の導通線、と接続するための第２のコネクタと、
　前記第２コネクタに接続された前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線
を自身の前記導通線又は前記コンテンツ用コネクタを介して前記コンテンツ装置内の接地
端子のいずれかに接続可能であり、前記電源の供給がなくても接続状態を保持できる第１
のスイッチ部と、
　前記第１のスイッチ部による前記第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記
前隣の他の受電装置内の導通線の接続先に応じて、前記電源の供給先を前記コンテンツ信
号出力部又は後ろ隣の他の受電装置のいずれかに切り替える第２のスイッチ部とを備える
ことを特徴とする受電装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＡＶ（Audio Visual）システムに関し、さらに詳しくは、電源を供給する給
電装置と、給電装置に接続して給電装置から電源の供給を受けてコンテンツ信号を出力す
る受電装置とを備えたＡＶシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、ＡＶアンプやＡＶレシーバといったＡＶ装置の機能を増強するオプションユニッ
トが登場している。オプションユニットはコネクタを介してＡＶ装置に外付けされるモジ
ュールである。オプションユニットはたとえば、デジタルオーディオプレーヤ（ＤＡＰ）
を着脱可能なドック装置やＴＶチューナ装置、ラジオチューナ装置、ＤＶＤプレーヤ装置
、ＣＤプレーヤ装置、ＨＤＤプレーヤ等である。
【０００３】
　これらの複数のオプションユニットをＡＶ装置に接続する方法として、デイジーチェー
ン接続が考えられる。デイジーチェーン接続では、図１に示すように、ＡＶ装置１００と
複数のオプションユニットＯＰＣ１～ＯＰＣｎ（ｎは自然数）が、ＡＶ装置１００を先頭
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に直列に接続される。オプションユニットＯＰＣｎは前後の装置（ＡＶ装置１００又は他
のオプションユニットＯＰＣｎ）とコネクタを介して互いに接続される。オプションユニ
ットＯＰＣ１～ＯＰＣｎは、ＡＶ装置１００から電源の供給を受けて動作することができ
る。つまり、ＡＶ装置１００は給電装置として機能し、オプションユニットＯＰＣ１～Ｏ
ＰＣｎは受電装置として機能する。
【０００４】
　図１のようなデイジーチェーン接続を行う場合、ＡＶ装置１００は複数のオプションユ
ニットＯＰＣ１～ＯＰＣｎのうち、制御対象となるオプションユニットＯＰＣｎと通信し
て制御する。たとえば、オプションユニットとしてＤＡＰが装着されたドック装置が接続
された場合、ＡＶ装置１００は、ドック装置を介して、ＤＡＰ内のコンテンツの選択、再
生、停止等の制御を行う。
【０００５】
　このようなデイジーチェーン接続をＡＶシステムに採用する場合、オプションユニット
に電源を常時供給すれば、消費電力が増大する。消費電力を抑えるためには、オプション
ユニットが動作を停止している間は電源の供給を抑える方が好ましい。ただし、電源の供
給がされていない状態であっても、制御対象となるオプションユニットが選択又は新たに
接続された場合、ＡＶ装置は制御対象となるオプションユニットを検知して電源を供給す
る必要がある。
【０００６】
　デイジーチェーン接続方式を採用した回路において、消費電力を抑えつつ新たなオプシ
ョンユニットの接続を検知する技術が特開平５－４６５４３号公報に開示されている。し
かしながらこの文献に開示された技術は、図１に示すようにオプションユニット同士がコ
ネクタで直列に接続されたものではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平５－４６５４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、給電装置にデイジーチェーン接続された受電装置の消費電力を抑制し
つつ、制御対象となる受電装置に電源を供給できるＡＶシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００９】
　本発明によるＡＶシステムは、給電装置と複数の受電装置とが給電装置を先頭にデイジ
ーチェーン接続される。給電装置は、接続検出線と、印加部と、電源供給部とを備える。
印加部は、接続検出線に電圧を印加する。電源供給部は、接続検出線の電圧レベルに応じ
て、受電装置に電源を供給又は電源の供給を停止する。受電装置は、コンテンツ信号出力
部と、接地端子と、第１のコネクタと、導通線と、第２のコネクタと、第１のスイッチ部
と、第２のスイッチ部とを備える。コンテンツ信号出力部は、電源の供給を受けてコンテ
ンツ信号を出力する。接地端子は接地電位を有する。第１のコネクタは、後ろ隣の他の受
電装置と接続される。導通線は、第１のコネクタとつながる。第２のコネクタは、前隣の
給電装置の接続検出線、又は、前隣の他の受電装置の第１のコネクタを介して前隣の他の
受電装置内の導通線、と接続する。第１のスイッチ部は、第２のコネクタに接続された前
記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線を、接地端子又は自身の導通線のい
ずれかに接続可能であり、電源の供給がなくても接続状態を保持できる。第２のスイッチ
部は、第１のスイッチ部による第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記前隣
の他の受電装置内の導通線の接続先に応じて、電源の供給先をコンテンツ信号出力部又は
後ろ隣の他の受電装置のいずれかに切り替える。
【００１０】
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　本発明によるＡＶシステムでは、制御対象となる受電装置が接続されていない場合、第
１のスイッチ部により、接続検出線に接地端子が接続されない。また、制御対象となる受
電装置が接続されている場合、第１のスイッチ部により、受電装置内の接地端子と接続検
出線とが接続される。そのため、制御対象となる受電装置が接続されている場合とされて
いない場合とで、接続検出線の電圧レベルは変化する。したがって、給電装置は、接続検
出線の電圧レベルに応じて電源の供給を制御できる。つまり、制御対象となる受電装置が
接続されていないときに電源の供給を停止し、制御対象となる受電装置の接続を検知して
、電源を供給できる。また、消費電力をより低減できる。
【００１３】
　好ましくは、受電装置はさらに、スイッチ検出部を備える。スイッチ検出部では、第１
のスイッチ部と接続され、第２のコネクタに接続された接続検出線又は前隣の他の受電装
置内の導通線の接続先に応じて、電圧レベルが変動する。第２のスイッチ部は、スイッチ
検出部の電圧レベルに応じて、電源の供給先を切り替える。
【００１４】
　この場合、第１のスイッチ部の接続状態を容易に検知できる。
【００１５】
　好ましくは、受電装置はさらに、遮断部を備える。遮断部は、第１のスイッチ部が接続
検出線又は前隣の他の受電装置内の導通線の接続先を切り替えたとき、接続検出線又は前
隣の他の受電装置内の導通線と第１のスイッチ部との接続を遮断し、第２のスイッチ部が
電源の供給先を切り替えた後、接続検出線と第１のスイッチ部との接続遮断を解除する。
コンテンツ信号出力部はさらに、電源が供給されたとき、給電装置からの要求に応じてコ
ンテンツ信号出力部の種類に関するタイプ情報を出力する。給電装置はさらに、要求部と
、制御部とを備える。要求部は、接続検出線の電圧レベルの変化に応じて、電源を供給さ
れたコンテンツ信号出力部にタイプ情報を要求する。制御部は、タイプ情報に基づいて、
コンテンツ信号出力部を制御する。
【００１６】
　デイジーチェーン接続された複数の給電装置に電源が供給されている場合、制御対象の
切り替えをＡＶ装置が検知できない。そこで、遮断回路が、制御対象が切り替わったとき
に一時的に接続検出線を遮断し、擬似的に未接続状態を作り出す。これにより、給電装置
は接続検出線の電圧レベルの変動を検出でき、そのタイミングで制御対象となる受電装置
内のコンテンツ信号出力手段のタイプ情報を取得できる。そのため、給電装置は、切り替
わった制御対象に対応した制御を実行できる。
【００１７】
　好ましくは、電源供給部は、接続検出線の電圧レベルがＨレベルからＬレベルへと変化
した場合であって、遮断部が接続検出線又は前隣の他の受電装置内の導通線と第１のスイ
ッチ部との接続を遮断してから遮断を解除するまでに掛る時間よりも長い所定期間が経過
しても電圧レベルがＬレベルを維持しているとき、電源の供給を停止する。
【００１８】
　この場合、上述のように擬似的に未接続状態を作り出したときに制御対象となる給電装
置への電源供給も遮断されてしまうのを抑制できる。
【００１９】
　本発明によるＡＶシステムは、給電装置と複数の受電装置とが給電装置を先頭にデイジ
ーチェーン接続される。給電装置は、接続検出線と、印加部と、電源供給部とを備える。
印加部は、接続検出線に電圧を印加する。電源供給部は、接続検出線の電圧レベルに応じ
て、受電装置に電源を供給又は電源の供給を停止する。受電装置は、コンテンツ信号出力
部と、接地端子と、第１のコネクタと、導通線と、第２のコネクタと、第１のスイッチ部
とを備える。コンテンツ信号出力部は、電源の供給を受けてコンテンツ信号を出力する。
接地端子は接地電位を有する。第１のコネクタは、後ろ隣の他の受電装置と接続される。
導通線は、第１のコネクタとつながる。第２のコネクタは、前隣の給電装置の接続検出線
、又は、前隣の他の受電装置の第１のコネクタを介して前隣の他の受電装置内の導通線、
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と接続する。第１のスイッチ部は、第２のコネクタに接続された前記接続検出線又は前記
前隣の他の受電装置内の導通線を、接地端子又は自身の導通線のいずれかに接続可能であ
り、電源の供給がなくても接続状態を保持できる。第１のスイッチ部は、受電装置に電源
が供給されたとき、給電装置から出力される指定通知に応じて接続検出線又は前隣の他の
受電装置内の導通線の接続先を切り替える。受電装置はさらに、第２のスイッチ部を備え
る。第２のスイッチ部は、指定通知に応じて電源の供給先をコンテンツ信号出力部又は後
ろ隣の他の受電装置のいずれかに切り替える。給電装置は、指定受付部と、指定通知部と
を備える。指定受付部は、複数の受電装置のうち、制御対象とする受電装置の指定を受け
付ける。指定通知部は、指定された受電装置の識別番号を含む指定通知を受電装置に出力
する。
【００２０】
　この場合、給電装置が制御対象となる給電装置を指定でき、かつ、制御対象となる給電
装置に電源を供給できる。
【００２１】
　好ましくは、給電装置はさらに、第１の識別番号通知部を備える。第１の識別番号通知
部は、電源を供給するとき、後ろ隣の受電装置用の識別番号を通知する。受電装置はさら
に、登録部と、第２の識別番号通知部とを備える。登録部は、前隣りの給電装置又は受電
装置から通知される識別番号を自己識別番号として登録する。第２の識別番号通知部は、
自己識別番号に基づいて、後ろ隣の受電装置用の識別番号を作成し、作成された識別番号
を通知する。
【００２２】
　この場合、受電装置の識別番号を動的に設定できる。
好ましくは、受電装置はさらに、判断部を備える。判断部は、自己識別番号と指定通知に
含まれる識別番号とに基づいて、指定された受電装置が自身であるか、自身よりも後段に
接続された他の受電装置であるかを判断する。指定された受電装置が自身である場合、第
１のスイッチ部は接続検出線又は前隣の他の受電装置内の導通線を接地端子に接続し、第
２のスイッチ部は電源の供給先をコンテンツ信号出力部とする。指定された受電装置が自
身よりも後段に接続された他の受電装置である場合、第１のスイッチ部は接続検出線又は
前隣の他の受電装置内の導通線を自身の導通線に接続し、第２のスイッチ部は電源の供給
先を後ろ隣の他の受電装置とし、第２の識別番号通知部は、識別番号を通知する。
【００２３】
　この場合、識別番号に基づいて、指定された受電装置と自身との接続関係に応じた処理
を実行できる。
好ましくは、受電装置はさらに、起動完了通知部と、タイプ情報送信部とを備える。起動
完了通知部は、指定された受電装置が自身である場合、第１及び第２のスイッチ部の動作
が完了した後、起動完了通知を送信する。タイプ情報送信部は、給電装置からのタイプ情
報の要求に応じてコンテンツ信号出力部の種類に関するタイプ情報を給電装置に送信する
。給電装置はさらに、要求部と、制御部とを備える。要求部は、起動完了通知に応じて、
指定された受電装置にタイプ情報を要求する。制御部は、送信されたタイプ情報に応じて
指定された受電装置のコンテンツ信号出力部を制御する。
【００２４】
　この場合、給電装置は、起動完了通知により、新たな制御対象となる受電装置が起動を
完了したことを確認できる。
【００２５】
　好ましくは、受電装置において、コンテンツ信号出力部と接地端子とは、着脱可能な１
つの筺体に収納される。
【００２６】
　本発明による給電装置及び受電装置は上述のＡＶシステムに利用される。
【００２７】
　本発明による受電装置は、電圧が印加されている接続検出線と、接続検出線の電圧レベ
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ルに応じて電源を供給又は電源の供給を停止する電源供給部とを備えた給電装置とデイジ
ーチェーン接続可能である。受電装置は、コンテンツ用コネクタと、第１のコネクタと、
導通線と、第２のコネクタと、第１のスイッチ部と、第２のスイッチ部を備える。コンテ
ンツ用コネクタは、接地電位を有する接地端子と電源の供給を受けてコンテンツ信号を出
力するコンテンツ信号出力部とを備えたコンテンツ装置を着脱可能である。第１のコネク
タは、後ろ隣りの他の受電装置と接続される。導通線は、第１のコネクタにつながる。第
２のコネクタは、前隣の給電装置の接続検出線、又は、前隣の他の受電装置の第１のコネ
クタを介して前隣の他の受電装置内の導通線、と接続する。第１のスイッチ部は、第２コ
ネクタに接続された接続検出線又は前隣の他の受電装置内の導通線を自身の導通線又はコ
ネクタを介してコンテンツ装置内の接地端子のいずれかに接続可能であり、電源の供給が
なくても接続状態を保持できる。第２のスイッチ部は、第１のスイッチ部による第２のコ
ネクタに接続された前記接続検出線又は前記前隣の他の受電装置内の導通線の接続先に応
じて、電源の供給先をコンテンツ信号出力部又は後ろ隣の他の受電装置のいずれかに切り
替える。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】ＡＶ装置及びオプションユニットがデイジーチェーン接続されたＡＶシステムの
全体構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態によるＡＶシステムの全体構成を示す図である。
【図３】図２中のＡＶ装置及びオプションユニットの構成を示す機能ブロック図である。
【図４】図３中の遮断回路の回路図である。
【図５】図３のＡＶシステムの動作概要を説明するための模式図である。
【図６】図３のＡＶシステムの動作概要を説明するための、図５と異なる他の模式図であ
る。
【図７】図３中のＡＶ装置の電源供給又は電源供給の停止のいずれかを決定するための動
作の詳細を説明するためのフロー図である。
【図８】図３中のオプションユニットの動作の詳細を説明するためのフロー図である。
【図９】図３中のＡＶ装置のオプションユニットの種類に応じた制御を行うための処理動
作を示すフロー図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態によるＡＶシステムの全体構成を示す機能ブロック
図である。
【図１１】図１０中のＡＶ装置及びオプションユニットの構成を示す機能ブロック図であ
る。
【図１２】図１１中のＡＶ装置の動作の詳細を示すフロー図である。
【図１３】図１１中のオプションユニットの動作の詳細を示すフロー図である。
【図１４】第３の実施の形態におけるＡＶシステムを構成するＡＶ装置及びオプションユ
ニットの構成を示す機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、図面を参照し、本発明の実施の形態を詳しく説明する。図中同一又は相当部分に
は同一符号を付してその説明は繰り返さない。
【００３０】
　［第１の実施の形態］
　［全体構成］
　図２を参照して、本発明の実施の形態によるＡＶシステム１は、ＡＶ装置１０と、オプ
ションユニットＯＰＦ１～ＯＰＦｎ（ｎは自然数）とを備える。以下、「オプションユニ
ット」を単に「ユニット」と記載する。ＡＶ装置１０と複数のユニットＯＰＦｎは、ＡＶ
装置１０を先頭にデイジーチェーン接続される。ＡＶ装置１０及びユニットＯＰＦｎは隣
り合う装置とコネクタを介して直列に接続される。
【００３１】
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　ＡＶ装置１０は、デイジーチェーン接続においてマスタ装置に相当し、スレーブ装置で
あるユニットＯＰＦｎに電源を供給する給電装置として機能する。本実施の形態ではＡＶ
装置１０はＡＶアンプである。ただし、ＡＶ装置１０はＡＶアンプ以外の他のＡＶ装置（
たとえば、ＡＶレシーバやＤＶＤプレーヤ、ＣＤプレーヤ、ＨＤＤプレーヤ、チューナ装
置）等であってもよい。ユニットＯＰＦｎはＡＶ装置１０から電源の供給を受けて動作す
る。つまり、ユニットＯＰＦｎは受電装置として機能する。
【００３２】
　［ＡＶ装置の構成］
　図３を参照して、ＡＶ装置１０は、電源供給回路１１と、遮断回路１２と、マイコンＭ
０と、プルアップ回路１４と、アンプ回路１５と、コネクタ１７とを備える。
【００３３】
　［電源供給回路］
　電源供給回路１１は、ユニットＯＰＦｎに電源を供給する。電源供給回路１１は、電源
供給線Ｌ１００に接続されている。そして、ユニットＯＰＦｎがデイジーチェーン接続さ
れたとき、電源供給線Ｌ１００を介してユニットＯＰＦｎに電源を供給する。
【００３４】
　［遮断回路］
　遮断回路１２は、電源供給回路１１と電源供給線Ｌ１００との間に接続される遮断回路
１２は、電気的スイッチであり、たとえばリレースイッチである。本例では遮断回路１２
はリレースイッチであるとして説明する。リレースイッチは、通常はマイコンＭ０からＬ
レベルの遮断信号を受信しておりオフ状態であり、電源供給回路１１と電源供給線Ｌ１０
０とを開放している。マイコンＭ０からＨレベルの遮断信号を受けたとき、リレースイッ
チはオン状態となり、電源供給回路１１と電源供給線Ｌ１００とを接続する。
【００３５】
　［マイコン］
　図３に戻って、マイコンＭ０は、ＡＶ装置１０全体を制御する。マイコンＭ０は、リセ
ット信号線Ｌ２００、接続検出線Ｌ３００及び通信線Ｌ４００と接続される。
【００３６】
　（Ａ）マイコンとリセット信号線との関係
　マイコンＭ０はリセット信号線Ｌ２００を介して後ろ隣のユニットＯＰＦ１（図２参照
）にリセット信号を出力する。マイコンＭ０は、後ろ隣のユニットＯＰＦ１を起動する場
合、電源を供給すると共に、リセット信号をＨレベルに活性化する。
【００３７】
　（Ｂ）マイコンと接続検出線との関係
　マイコンＭ０は、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルに応じて、制御対象となるユニット
ＯＰＦｎが接続されているか否かを検知する。
【００３８】
　（Ｃ）マイコンと通信線Ｌ４００との関係
　マイコンＭ０はさらに、制御対象となるユニットＯＰＦｎを通信線Ｌ４００を用いて制
御する。マイコンＭ０はユニットＯＰＦｎの種類に応じた通信制御を実行する。通信線Ｌ
４００での通信はたとえばＵＡＲＴ通信である。
【００３９】
　マイコンＭ０は図示しないメモリを内蔵しており、そのメモリにユニットＯＰＦｎの種
類（たとえば、ドック装置に装着されるＤＡＰ、チューナ装置等の種類）に応じた制御通
信コマンドを格納している。制御対象となるユニットＯＰＦｎが変更された場合、マイコ
ンＭ０は、通信線Ｌ４００を介して制御対象となるユニットＯＰＦｎに、ユニットの種類
を示す情報（以下、タイプ情報という）を要求する。制御対象のユニットＯＰＦｎは要求
を受け、タイプ情報を通信線Ｌ４００に出力する。マイコンＭ０はタイプ情報に応じた通
信制御を実行する。
【００４０】
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　［プルアップ回路］
　プルアップ回路１４は、接続検出線Ｌ３００に接続される。プルアップ回路１４は、電
源電位ノードＶＣ０と、電源電位ノードＶＣ０と接続検出線Ｌ３００との間に接続される
抵抗素子Ｒ１４とを備える。プルアップ回路１４は接続検出線Ｌ３００に電圧を印加し、
所定電圧（電源電位ＶＣ０）にプルアップする。制御対象となるユニットＯＰＦｎがＡＶ
装置１０に接続されていない場合、接続検出線の一端（コネクタ１７側）が開放端となる
。そのため、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはＨレベル（ハイインピーダンス状態）と
なる。一方、接続対象となるユニットＯＰＦｎがＡＶ装置１０に接続されている場合、後
述するように、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはＬレベルになる。マイコンＭ０は接続
検出線Ｌ３００の電圧レベルに基づいて、制御対象となるユニットＯＰＦｎの接続の有無
を確認できる。
【００４１】
　［他の構成］
　ＡＶ装置１０はさらに、映像信号線Ｌ５００と、音声信号線Ｌ６００と、アンプ回路１
５とを備える。映像信号線Ｌ５００は、映像信号を出力するユニットＯＰＦｎ（たとえば
、ＤＶＤプレーヤやＨＤＤプレーヤ等）から送信された映像信号をコネクタ１７を介して
受信し、映像出力端子Ｐ５０１から外部に出力する。映像出力端子Ｐ５０１にはたとえば
ディスプレイ装置等が接続される。
【００４２】
　アンプ回路１５は、音声信号を出力するユニット（たとえばＤＡＰを装着したドック装
置やＤＶＤプレーヤ、ＨＤＤプレーヤ等）から送信された音声信号を音声信号線Ｌ６００
を介して受け、増幅する。そして、増幅された音声信号を音声出力端子Ｐ６０１から外部
に出力する。音声出力端子Ｐ６０１にはたとえばスピーカが接続される。
【００４３】
　ＡＶ装置１０はさらに、ユニットＯＰｎと接続するためのコネクタ１７を備える。コネ
クタ１７は、各線Ｌ１００、Ｌ２００、Ｌ３００、Ｌ４００、Ｌ５００及びＬ６００の入
出力端子Ｐ１００、Ｐ２００、Ｐ３００、Ｐ４００、Ｐ５００及びＰ６００を含む。
【００４４】
　［ユニットの構成］
　ユニットＯＰＦｎは２つのタイプがある。１つは、映像信号や音声信号といったコンテ
ンツ信号を出力する部分（以下、コンテンツ出力部ともいう）が収納された１つの筺体で
あるコンテンツ装置が着脱可能な「着脱可能型」である。もう１つは、コンテンツ出力部
が着脱できない「固定型」である。着脱可能型のユニットＯＰＦｎはたとえば、ＤＡＰを
着脱可能なドック装置である。固定型のユニットＯＰＦｎはたとえば、チューナ装置やＤ
ＶＤプレーヤ、ＨＤＤプレーヤである。以下、「着脱型」と「固定型」の構成をそれぞれ
説明する。以降の説明において、特に区別する場合、着脱型ユニットを「ＯＰＦｎＡ」と
記載し、固定型ユニットを「ＯＰＦｎＢ」と記載する。ただし、着脱型及び固定型を区別
する必要がない場合、単にユニットＯＰＦｎと記載する。つまり、「ユニットＯＰＦｎ」
と記載している場合、着脱型及び固定型のいずれにも相当する。
【００４５】
　［着脱型ユニットの構成］
　図３を参照して、着脱型ユニットＯＰＦｎＡは、電源回路２１と、マイコンＭＦｎと、
遮断回路２３と、スライドスイッチ２４と、ファンクションスイッチ２５と、コネクタ２
６～２８と、プルアップ回路２９と、電源受信線Ｌ１０１～Ｌ１０３と、導通線Ｌ３０１
～Ｌ３０３とを備える。
【００４６】
　ユニットＯＰＦｎ（１）は、デジタルオーディオプレーヤ装置（ＤＡＰ）に代表される
コンテンツ装置３０をコネクタ２８を介して着脱できる。
【００４７】
　［コンテンツ装置］
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　コンテンツ装置３０は、コンテンツ信号出力部３１と、接地電位を有する接地端子ＧＮ
Ｄとを収納する１つの筺体である。コンテンツ信号出力部３１は、映像信号及び／又は音
声信号等のコンテンツを出力する。たとえば、コンテンツ装置３０がＤＡＰである場合、
図示しないハードディスクドライブに格納されたオーディオファイルをデコードして音声
信号を出力する。また、コンテンツ装置３０がチューナ回路である場合、放送電波を復調
して映像信号及び／音声信号を出力する。
【００４８】
　［前方コネクタ］
　コネクタ２６は、各信号線Ｌ１０１、Ｌ２０１、Ｌ３０１、Ｌ４０１、Ｌ５０１及びＬ
６０１の一端と接続される入出力端子Ｐ１０１、Ｐ２０１、Ｐ３０１、Ｐ４０１、Ｐ５０
１及びＰ６０１を含む。ユニットＯＰＦｎＡの前隣りに接続される装置がＡＶ装置１０で
ある場合、端子Ｐ１０１はコネクタ１７内の端子Ｐ１００と接続される。これにより、電
源受信線Ｌ１０１は電源供給線Ｌ１００と接続される。同様に、端子Ｐ２０１は端子Ｐ２
００と接続される。その結果、リセット信号線Ｌ２００及びＬ２０１が接続される。端子
Ｐ３０１は端子Ｐ３００と接続される。これにより、導通線Ｌ３０１は接続検出線Ｌ３０
０と接続される。端子Ｐ４０１は端子Ｐ４００と接続され、通信線Ｌ４００及びＬ４０１
は接続される。端子Ｐ５０１は端子Ｐ５００と接続され、端子Ｐ６０１は端子Ｐ６００と
接続される。
【００４９】
　［電源回路］
　電源回路２１は、電源受信線Ｌ１０１に接続される。電源回路２１は、電源供給回路１
１から供給された電源を、電源受信線Ｌ１０１を介して受ける。そして、ユニットＯＰＦ
ｎＡ用の電圧を生成し、ユニットＯＰＦｎＡ内の各要部に供給する。
【００５０】
　［プルアップ回路］
　プルアップ回路２９は、スイッチ検出線Ｌ７００に接続される。プルアップ回路２９は
、スイッチ検出線Ｌ７００に所定の電圧ＶＣ１を印可する。プルアップ回路２９の構成は
、プルアップ回路１４と同様であり、電源電位端子ＶＣ１と、抵抗素子Ｒ２８とを備える
。プルアップ回路２９でスイッチ検出線Ｌ７００を印加することで、マイコンＭＦｎは、
ユニットＯＰＦｎＡが「制御対象モード」であるか「スルーモード」であるかを認識でき
る。
【００５１】
　［スライドスイッチ及びファンクションスイッチ］
　動作中のユニットＯＰＦｎの状態には、「制御対象モード」と「スルーモード」とが存
在する。「制御対象モード」とは、ユニットＯＰＦｎが制御対象として動作可能な状態を
いう。また、「スルーモード」とは、自身よりも後段のオプションＯＰＦｎが制御対象と
なっており、その後段のユニットＯＰＦｎに電源を供給する（つまり、ＡＶ装置１０から
の電源を後段にスルーする）状態をいう。スライドスイッチ２４及びファンクションスイ
ッチ２５は、ユーザ操作に応じてユニットＯＰＦｎを制御対象モード又はスルーモードに
設定する。
【００５２】
　［スライドスイッチ］
　スライドスイッチ２４は、いわゆる機械的スイッチである。スライドスイッチ２４は、
接点Ｐ２４１～Ｐ２４６を機械的に開閉する。スライドスイッチ２４は、稼働切片ＳＷと
、複数の接点Ｐ２４１～Ｐ２４６とを備える。接点Ｐ２４１～Ｐ２４３は一列に配列され
る。接点Ｐ２４２は遮断回路２３に接続される。接点Ｐ２４１は導通線Ｌ３０３と接続さ
れる。接点Ｐ２４３は導通線Ｌ３０２と接続される。
【００５３】
　接点Ｐ２４４～Ｐ２４６も一列に配列される。このとき、接点Ｐ２４４とＰ２４１、Ｐ
２４５とＰ２４２、Ｐ２４６とＰ２４３とは互いに並設される。接点Ｐ２４４は接地電位
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を有する接地端子ＧＮＤに接続される。接点Ｐ２４５はスイッチ検出線Ｌ７００に接続さ
れる。接点Ｐ２４６には信号線が接続されていない。
【００５４】
　稼働切片ＳＷは手動により図中上下方向に移動する。稼働切片ＳＷは、各接点Ｐ２４１
～Ｐ２４３、及びＰ２４４～Ｐ２４６を選択的に接続する。
【００５５】
　ユーザは手動により稼働切片ＳＷを移動させることで、電源と、通信線Ｌ４００、Ｌ５
００及びＬ６００上の信号との供給先を切り替える。換言すれば、稼働切片ＳＷを移動さ
せて、上述の「制御対象モード」と「スルーモード」とを切り替える。稼働切片ＳＷを図
中の下方に移動した場合、スライドスイッチ２４は「スルーモード」に設定する。このと
き、接点Ｐ２４１及びＰ２４２が接続される。また、接点Ｐ２４４及びＰ２４５が接続さ
れる。その結果、接続検出線Ｌ３００は、導通線Ｌ３０３と接続される。この場合、ユニ
ットＯＰＦｎＡよりも後段のユニットＯＰＦｎが制御対象となる。
【００５６】
　されに「スルーモード」に設定された場合、スライドスイッチ２４内の接点Ｐ２４４及
びＰ２４５が接続される。この場合、スイッチ検出線Ｌ７００が接地端子ＧＮＤに接続さ
れる。そのため、スイッチ検出線Ｌ７００の電圧レベルはＬレベルになる。
【００５７】
　一方、稼働切片ＳＷを図中の上方に移動した場合、スライドスイッチ２４は「制御対象
モード」に設定する。このとき、接点Ｐ２４２及びＰ２４３が接続される。このとき、接
続検出線Ｌ３００は導通線Ｌ３０２と接続される。導通線Ｌ３０２はコネクタ２８を介し
てコンテンツ信号生成部３０の接地端子ＧＮＤと接続可能である。さらに、稼働切片ＳＷ
を上方に移動することで、接点Ｐ２４５及びＰ２４６が接続される。このとき、スイッチ
検出線Ｌ７００は一端が開放されるため、電圧レベルがＨレベル（ハイインピーダンス状
態）となる。
【００５８】
　［ファンクションスイッチ］
　ファンクションスイッチ２５は、マイコンＭＦｎから指示に応答してオン／オフされる
電気的スイッチである。ファンクションユニット２５は複数のスイッチ素子２５１～２５
４を備える。各スイッチ素子は接点方式であってもよいし、トランジスタ等を利用した無
接点方式であってもよい。スイッチ素子２５１は、マイコンＭＦｎからの指示に応答して
、電源受信線Ｌ１０１の接続先を電源受信線Ｌ１０２及びＬ１０３のいずれかに切り替え
る。スイッチ素子２５２は通信線Ｌ４０１の接続先を通信線Ｌ４０２及びＬ４０３のいず
れかに切り替える。スイッチ素子２５３は映像信号線Ｌ５０１の接続先を映像信号線Ｌ５
０２及びＬ５０３のいずれかに切り替える。スイッチ素子２５４は音声信号線Ｌ６０１の
接続先を音声信号線Ｌ６０２及びＬ６０３のいずれかに切り替える。以降、導通線Ｌ３０
２、Ｌ１０２、Ｌ４０２、Ｌ５０２及びＬ６０２をまとめて「自己側信号線群１０００」
と呼び、信号線Ｌ２０２、Ｌ３０３、Ｌ１０３、Ｌ４０３、Ｌ５０３及びＬ６０３をまと
めて「スルー側信号線群２０００」と呼ぶ。
【００５９】
　［後方コネクタ］
　コネクタ２７は、入出力端子Ｐ２０２、Ｐ１０３、Ｐ３０３、Ｐ４０３、Ｐ５０３及び
Ｐ６０３を備える。端子Ｐ２０２はリセット信号線Ｌ２０２と接続される。端子Ｐ１０３
は電源受信線Ｌ１０３と接続される。端子Ｐ３０３は導通線Ｌ３０３と接続される。端子
Ｐ４０３は通信線Ｌ４００と接続される。端子Ｐ５０３は映像信号線Ｌ５０３に、端子６
０３は音声信号線Ｌ６０３にそれぞれ接続される。
【００６０】
　コネクタ２７は、後ろ隣のユニットＯＰＦｎのコネクタ２６と接続される。このとき、
端子Ｐ２０２は端子Ｐ２０１と接続されるため、リセット信号線Ｌ２０２が後ろ隣のユニ
ットＯＰＦｎのリセット信号線Ｌ２０１と接続される。端子Ｐ１０３は端子Ｐ１０１と接
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続されるため、電源受信線Ｌ１０３は、後ろ隣のユニットＯＰＦｎの電源受信線Ｌ１０１
と接続される。同様に、端子Ｐ３０３は端子Ｐ３０１と、端子Ｐ４０３は端子Ｐ４０１と
、端子Ｐ５０３は端子Ｐ５０１と、端子Ｐ６０３は端子Ｐ６０１とそれぞれ接続される。
【００６１】
　［遮断回路］
　遮断回路２３は、導通線Ｌ３０１とスライドスイッチ２４との間に接続される。図４に
遮断回路の回路図を示す。遮断回路１２は、ＰＮＰ型トランジスタＴＲと、抵抗素子Ｒ１
～Ｒ３とを備える。ＰＮＰ型トランジスタＴＲのエミッタ端子ＮＥは導通線Ｌ３０１に接
続される。コレクタ端子ＮＣはスライドスイッチ２４の接点Ｐ２４２に接続される。ベー
ス端子ＮＢはマイコンＭＦｎに接続される。抵抗素子Ｒ１はエミッタ端子ＮＥと接地端子
ＧＮＤとの間に接続され、抵抗素子Ｒ２はコレクタ端子ＮＣと接地端子ＧＮＤとの間に接
続される。抵抗素子Ｒ３はベース端子ＮＢと接地端子ＧＮＤとの間に接続される。
【００６２】
　ユニットＯＰＦｎがＡＶ装置１０と接続されている場合、導通線Ｌ３０１は接続検出線
Ｌ３００と接続される。そのため、エミッタ端子ＮＥは、接続検出線Ｌ３００から常時Ｈ
レベルの信号を受ける。そのため、ユニットＯＰＦｎＡが電源の供給を受けておらず、動
作が停止している場合であっても、ＰＮＰ型トランジスタＴＲはオン状態となっている。
【００６３】
　一方、ユニットＯＰＦｎが動作中である場合、マイコンＭＦｎから出力されるＨレベル
の遮断信号を受けると、ＰＮＰ型トランジスタＴＲはオフ状態となる。そのため、接続検
出線Ｌ３００とスライドスイッチ２４（及び導通線Ｌ３０２又はＬ３０３）との接続が遮
断される。この場合、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはＨレベルとなるため、ＡＶ装置
１０のマイコンＭ０は制御対象となるユニットＯＰＦｎが接続されていないと判断する。
【００６４】
　つまり、遮断回路２３を利用すれば、制御対象モードのユニットＯＰＦｎがＡＶ装置１
０に接続されていても、擬似的な未接続状態を作り出すことができる。
【００６５】
　［マイコン］
　マイコンＭＦｎは、ユニットＯＰＦｎＡ全体を制御する。マイコンＭＦｎは、リセット
信号線Ｌ２０１と接続される。マイコンＭＦｎは、電源の供給を受け、かつ、マイコンＭ
０からＨレベルのリセット信号を受けたとき、起動する。
【００６６】
　マイコンＭＦｎは、主として、（Ａ）遮断回路２３の制御、（Ｂ）スライドスイッチの
スイッチ状況の確認、（Ｃ）ファンクションスイッチ２５の切り替え、（Ｄ）後ろ隣のユ
ニットＯＰＦｎ内のマイコンＭＦｎ＋１の起動、を行う。
【００６７】
　（Ａ）遮断回路２３の制御
　マイコンＭＦｎは、遮断信号を活性化（Ｈレベル）にすることで、遮断回路２３内のＰ
ＮＰ型トランジスタＴＲをオフ状態とする。また、遮断信号を非活性化（Ｌレベル）にす
ることで、トランジスタＴＲをオン状態とする。
【００６８】
　（Ｂ）スライドスイッチのスイッチ状況の確認
　マイコンＭＦｎはスイッチ検出線Ｌ７００の電圧レベルに基づいて、スライドスイッチ
２４の設定状況が「制御対象モード」であるか「スルーモード」であるかを確認する。
【００６９】
　（Ｃ）ファンクションスイッチの切り替え
　マイコンＭＦｎは、スライドスイッチの設定状況に応じて、ファンクションスイッチ２
５を切り替える。
【００７０】
　（Ｄ）後ろ隣のユニットＯＰＦｎ＋１内のマイコンＭＦｎ＋１の起動
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　マイコンＭＦｎは、制御対象となっているユニットが後方に接続されている場合、後ろ
隣のユニットＯＰＦｎ＋１にＨレベルのリセット信号を出力する。これにより、後ろ隣の
ユニットＯＰＦｎ＋１のマイコンＭＦｎ＋１が起動する。
【００７１】
　［固定型ユニットの構成］
　図３を参照して、固定型ユニットＯＰＦｎＢは、着脱型ユニットＯＰＦｎＡと比較して
、コンテンツ装置３０に相当するコンテンツ生成部３０が内蔵されている。そのため、コ
ネクタ２８が存在しない。自己側信号線群１０００はコンテンツ生成部３０に接続されて
いる。そして、コンテンツ生成部３０内の接地端子ＧＮＤは導通線Ｌ３０２と接続されて
いる。コンテンツ信号出力部３１には、導通線Ｌ３０２以外の他の自己側信号線群１００
０が接続されている。コンテンツ生成部３０はたとえば、チューナ回路やＤＶＤプレーヤ
、ＨＤＤプレーヤ等である。
【００７２】
　その他の構成は着脱型ユニットＯＰＦｎＡと同じである。本明細書中で単にユニットＯ
ＰＦｎと記載する場合、着脱型でも固定型でも適用可能であることを示す。
【００７３】
　［動作概要］
　上述の構成を有するＡＶシステムの動作について説明する。
【００７４】
　［消費電力の低減］
　ＡＶ装置１０は、遮断回路１２を用いて、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルがＨレベル
であれば、電源供給を遮断する。そして、電圧レベルがＬレベルであれば、電源を供給す
る。図５を参照して、ユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２を制御対象としない場合、ユーザは
手動でユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２のスライドスイッチ２４を切り替え、「スルーモー
ド」に設定する。この場合、ＡＶ装置１０の接続検出線Ｌ３００は、ユニットＯＰＦ１及
びＯＰＦ２内のいずれの接地端子ＧＮＤとも接続されない。代わりに、各ユニットＯＰＦ
１及びＯＰＦ２内の導通線Ｌ３０３と接続される。ユニットＯＰＦ２の導通線Ｌ３０３の
コネクタ２７側は開放されている（開放端）である。そのため、接続検出線Ｌ３００はＨ
レベル（ハイインピーダンス状態）となり、電源の供給が遮断される。つまり、制御対象
となるユニットＯＰＦｎがＡＶシステム１に存在しない場合、電源は供給されないため消
費電力が抑制される。スライドスイッチ２４は、機械的スイッチであるため、電源の供給
が遮断されても「スルーモード」を維持する。
【００７５】
　［制御対象ユニットの接続検出］
　さらに、図５に示すように、ユーザが新たなユニットＯＰＦ３をデイジーチェーン接続
し、制御対象として動作させようとしたと仮定する（ケース１）。この場合、ユーザはユ
ニットＯＰＦ３のスライドスイッチ２４を操作して「制御対象モード」に設定する。この
とき、ユニットＯＰＦ３内の導通線Ｌ３０１は接地端子ＧＮＤと接続される。ただし、ユ
ニットＯＰＦ３が着脱型ユニットＯＰＦ３Ａである場合、コンテンツ装置３０が装着され
ていると仮定する。
【００７６】
　ユニットＯＰＦ３をＯＰＦ２に接続したとき、ユニットＯＰＦ３の接地端子ＧＮＤがＡ
Ｖ装置１０内の接続検出線Ｌ３００と接続される。そのため、接続検出線Ｌ３００はＬレ
ベルになり、ＡＶ装置１０は電源を供給する。
【００７７】
　スライドスイッチ２４は、電源の供給がなくても「スルーモード」を維持できる。その
ため、制御対象となるユニットＯＰＦｎよりも前段のユニットＯＰＦ１～ＯＰＦｎ－１に
電源が供給されていない場合であっても、ＡＶ装置１０は制御対象となるユニットＯＰＦ
ｎの接続を検出でき、電源を供給できる。
【００７８】
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　ユニットＯＰＦ３が着脱型ユニットＯＰＦ３Ａである場合（ケース２）。ユニットＯＰ
Ｆ３Ａからコンテンツ装置３０が取り外されれば、ＡＶ装置１０は電源の供給を停止する
。しかしながら、ＡＶ装置１０の接続検出線Ｌ３００は、ユニットＯＰＦ１、ＯＰＦ２及
びＯＰＦ３Ａ内のスライドスイッチ２４により、ユニットＯＰＦ３Ａの導通線Ｌ３０２と
接続されている。したがって、コンテンツ装置３０がユニットＯＰＦ３Ａに再び装着され
た場合、ＡＶ装置１０内の接続検出線Ｌ３００はＬレベルになり、ＡＶ装置１０は電源を
供給する。つまり、ＡＶ装置１０は、ユニットＯＰＦ１～ＯＰＦ３Ａが動作を停止してい
ても、コンテンツ装置３０の装着を検出できる。
【００７９】
　［制御対象の切り替え検出］
　図６を参照して、ＡＶシステム１において、ユニットＯＰＦ３が制御対象モードとして
動作中であり、前段のユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２がスルーモードである場合を想定す
る。この場合、ユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２にも電源が供給される。
【００８０】
　ユーザが制御対象をユニットＯＰＦ３からＯＰＦ２に変更したい場合、ユニットＯＰＦ
２のスライドスイッチ２４を操作して「制御対象モード」に設定する（ケース３）。この
場合、接続検出線Ｌ３００の接続先は、ユニットＯＰＦ３内の接地端子ＧＮＤからユニッ
トＯＰＦ２内の接地端子ＧＮＤに変更されるだけである。したがって、遮断回路２３がな
ければ、制御対象が切り替わったにもかかわらず、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはＬ
レベルのまま変化しないことになる。そのため、ＡＶ装置１０は制御対象が切り替わった
ことを認識できない。
【００８１】
　ＡＶ装置１０のマイコンＭ０は、ユニットＯＰＦｎ内のコンテンツ信号生成部（又はコ
ンテンツ装置、以下、これらをまとめてコンテンツ信号生成部という）３０の種類に応じ
て、コンテンツ信号生成部３０を制御する。そのため、制御対象が切り替わったにもかか
わらず、ＡＶ装置１０は以前の制御対象のユニットＯＰＦ３に対応した制御方法で、新た
な制御対象のユニットＯＰＦ２を制御しようと試みる。そのため、新たな制御対象である
ユニットＯＰＦ２を制御できない場合が生じる。
【００８２】
　ユニットＯＰＦｎ内の遮断回路２３はこの様な問題を解消する。スライドスイッチ２４
のモードが変更されたとき、遮断回路２３は接続検出線Ｌ３００との接続を遮断する。こ
のとき、接続検出線Ｌ３００はＨレベルとなる。そのため、制御対象となるユニットＯＰ
Ｆ２は接続されたままであるが、ＡＶ装置１０は制御対象となるユニットＯＰＦｎは接続
されていないと誤認する。遮断回路２３は所定の動作後に遮断を解除する。このときＡＶ
装置１０は制御対象となるユニットＯＰＦ２が接続されたと誤認し、ユニットＯＰＦ２内
のコンテンツ信号生成部３０のタイプを問い合わせる。そして、ユニットＯＰＦ２のタイ
プに応じた制御方法で制御する。
【００８３】
　要するに、遮断回路２３は、制御対象となるユニットＯＰＦｎの未接続状態を擬似的に
作成する。そのため、図６のような場合でも、ＡＶ装置１０は制御対象となるユニットに
、そのタイプを問い合わせることができる。
【００８４】
　［動作詳細］
　上述の動作の詳細を説明する。図７はＡＶ装置１０の動作を示すフロー図であり、図８
はユニットＯＰＦｎの動作を示すフロー図である。上述のケース１～ケース３を例に挙げ
、各ケースでのＡＶ装置１０及びユニットＯＰＦｎの動作を図７及び図８を参照しながら
説明する。
【００８５】
　［ケース１］
　図５を参照して、ＡＶ装置１０にユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２が接続されている場合
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を想定する。ユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２はいずれも「スルーモード」に設定されてい
る。各ユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２内のスライドスイッチ２４は図３において下方に移
動されている。この場合、スライドスイッチ２４内の接点Ｐ２４１及びＰ２４２が接続さ
れる。そのため、接続検出線Ｌ３００はユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２の導通線Ｌ３０３
と接続されている。ユニットＯＰＦ２の導通線Ｌ３０３のコネクタ２７側の端子は開放さ
れている。この場合、接続検出線Ｌ３００はＨレベル（ハイインピーダンス状態）であり
、電源の供給は遮断されている。電源の供給が遮断されているため、ユニットＯＰＦ１及
びＯＰＦ２内のマイコンＭＦ１及びＭＦ２は起動していない。ここで、図５に示すとおり
、ユニットＯＰＦ３をデイジーチェーン接続したと仮定する。ユニットＯＰＦ３が着脱型
である場合は、コンテンツ装置３０がコネクタ２８に装着されていると仮定して、説明を
続ける。
【００８６】
　ユニットＯＰＦ３をユニットＯＰＦ２に接続したとき、ユニットＯＰＦ３のコンテンツ
信号生成部３０内の接地端子ＧＮＤが接続検出線Ｌ３００に接続される。図７を参照して
、ＡＶ装置１０は、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルの変化を監視している（Ｓ１）。ユ
ニットＯＰＦ３が接続されたとき、マイコンＭ０は、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルが
Ｌレベルになったと判断する（Ｓ１でＹＥＳ、Ｓ２でＮＯ）。このとき、タイマは起動し
ていないため（Ｓ７でＮＯ）、マイコンＭ０は、遮断回路１２を制御して電源供給の遮断
を解除する（Ｓ８）。具体的には、マイコンＭ０はＨレベルの遮断信号を出力する。遮断
回路１２のリレースイッチは、Ｈレベルの遮断信号を受けオン状態となる。そのため、電
源供給回路１１から電源供給線Ｌ１００を介して電源が出力される。続いて、マイコンＭ
０は、Ｈレベルのリセット信号をリセット信号線Ｌ２００に出力する。ユニットＯＰＦ１
を起動するためである。
【００８７】
　［ユニットＯＰＦ１の起動］
　図８を参照して、ユニットＯＰＦ１は、電源受信線Ｌ１０１に電源の供給を受ける。こ
のとき、電源回路２１は電源受信線Ｌ１０１から電源の供給を受け、ユニットＯＰＦ１の
各要部に所定の電圧ＶＣ１を供給する。
【００８８】
　ユニットＯＰＦ１内のマイコンＭＦ１は、電源回路２１から電力の供給を受ける。そし
て、リセット信号線Ｌ２０１を介してＨレベルのリセット信号を受け、起動する（Ｓ２１
）。マイコンＭＦ１は起動後、リセット信号線Ｌ２０２に出力するリセット信号をＬレベ
ルに設定する（Ｓ２２）。ファンクションスイッチ２５の設定が完了する前に、後ろ隣の
ユニットＯＰＦ２が起動しないようにするためである。
【００８９】
　続いて、マイコンＭＦ１は、ファンクションスイッチ設定処理（Ｓ４０）を実行する。
ファンクションスイッチ２５は、電源の供給が遮断されると接続状態を保持できない。そ
のため、マイコンＭＦ１は、起動するごとにファンクションスイッチ２５を所定の状態（
制御対象モード又はスルーモード）に設定する。
【００９０】
　ファンクションスイッチ設定処理（Ｓ４０）では、処理の最初に遮断回路２３が接続検
出線Ｌ３００との接続を遮断し（Ｓ２３）、処理の最後に接続検出線Ｌ３００との接続遮
断を解除する（Ｓ２８）。要するに、マイコンＭＦ１は、ファンクションスイッチ２５を
設定する際、擬似的な未接続状態を一定期間（ステップＳ２３～Ｓ２８までの期間）作成
する。以下、この期間をファンクション処理設定期間という）。この処理は上述のケース
３を想定している。つまり、ＡＶ装置１０のマイコンＭ０が制御対象の切り替えに対応で
きるようにするための処理である。
【００９１】
　ファンクションスイッチ設定処理（Ｓ４０）では、マイコンＭＦ１はまず、遮断回路２
３を制御して、接続検出線Ｌ３００との接続を遮断する（Ｓ２３）。具体的には、マイコ
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ンＭＦ１は遮断回路２３にＨレベルの遮断信号を出力する。遮断回路２３は、Ｈレベルの
遮断信号をＰＮＰ型トランジスタＴＲのベース端子ＮＢで受けるため、ＰＮＰトランジス
タＴＲがオフ（不通）状態となる。その結果、接続検出線Ｌ３００と導通線Ｌ３０２とは
、切り離される。
【００９２】
　ステップＳ２３の動作により、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはＨレベル（ハイイン
ピーダンス状態）になる。そのため、ＡＶ装置１０内のマイコンＭ０は接続検出線Ｌ３０
０がＨレベルになったと判断する（Ｓ１でＹＥＳ、Ｓ２でＹＥＳ）。この場合、マイコン
Ｍ０は、内蔵するタイマをリセットした後（Ｓ３）、タイマカウントを開始する（Ｓ４）
。マイコンＭ０は、タイマカウントを開始してからも接続検出線Ｌ３００の電圧レベル変
化を監視する（Ｓ１）。そして、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルがＬレベルのまま（Ｓ
１でＮＯ）、タイマ起動中に（Ｓ１１でＹＥＳ）、猶予期間ΔＴ１経過したか否かを監視
する（Ｓ５）。接続検出線Ｌ３００の電圧レベルがＬレベルを維持したまま猶予期間ΔＴ
１経過したとき（Ｓ１でＮＯ、Ｓ１１でＹＥＳ、及びＳ５でＹＥＳ）、マイコンＭ０はリ
セット信号線Ｌ２００上のリセット信号をＬレベルとし（Ｓ６）、さらに、遮断回路１２
を用いて電源供給を遮断する（Ｓ１２）。
【００９３】
　要するに、マイコンＭ０は接続検出線Ｌ３００の電圧レベルがＨレベルに変化してから
直ぐに電源供給を停止するのではなく、一定の猶予期間（ΔＴ１）を設ける。ユニット擬
似的な未接続状態とする場合、マイコンＭ０が直ぐに電源供給を停止すれば、実際には接
続されている制御対象ユニットＯＰＦｎが動作できない。そこで、ファンクション処理設
定期間よりも長く猶予期間ΔＴ１を設ける。これにより、擬似的未接続状態を作成した場
合に、電源の供給が遮断されるのを防止する。
【００９４】
　ユニットＯＰＦ１内でのファンクション処理（図８のＳ４０）に戻って、マイコンＭＦ
１はスライドスイッチ２４の接続状態（設定モード）を確認する（Ｓ２４）。マイコンＭ
Ｆ１はスイッチ検出線Ｌ７００上の信号レベルを検知する。ケース１では、ユニットＯＰ
Ｆ１は「スルーモード」であるため、稼働切片ＳＷにより接点Ｐ２４４とＰ２４５とが接
続されている。そのため、スイッチ検出線Ｌ７００上の信号はＬレベルとなっている。
【００９５】
　スイッチ検出線Ｌ７００上の信号がＬレベルのとき、マイコンＭＦ１は、自身が「スル
ーモード」であると判断する（Ｓ２４でＹＥＳ）。そのため、マイコンＭＦ１は、ファン
クションスイッチ２５の各スイッチ素子２５１～２５４の接続先をスルー側信号線群２０
００に設定する（Ｓ２５）。具体的には、スイッチ素子２５１は電源受信線Ｌ１０１とＬ
１０３とを接続する。同様に、スイッチ素子２５２は通信線Ｌ４０１とＬ４０３とを接続
し、スイッチ素子２５３は映像信号線Ｌ５０１とＬ５０３とを接続する。スイッチ素子２
５４は音声信号線Ｌ６０１とＬ６０３とを接続する。これにより、ＡＶ装置１０は、ユニ
ットＯＰＦ１よりも後段のユニットＯＰＦｎと通信可能な状態となる。
【００９６】
　続いて、マイコンＭＦ１は、後ろ隣のユニットＯＰＦ２を稼働させるため、リセット信
号線Ｌ２０２上のリセット信号をＬレベルからＨレベルに活性化する（Ｓ２７）。そして
、上述のとおりステップＳ２８で接続検出線Ｌ３００との接続の遮断を解除する（Ｓ２８
）。具体的には、マイコンＭＦ１は、Ｌレベルの遮断信号を出力する。これにより、遮断
回路２３内のＰＮＰ型トランジスタがオン状態となり、接続検出線Ｌ３００とスライドス
イッチ２４とが接続される。
【００９７】
　上述のとおり、ファンクション設定処理Ｓ４０に掛かる時間（ファンクション設定処理
期間）は猶予期間ΔＴ１よりも短い。そのため、ＡＶ装置１０内のマイコンＭ０は、猶予
期間ΔＴ１が経過するよりも早く、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルがＬレベルに変化し
たと判断する（Ｓ１でＮＯ）。このとき、タイマは稼働中であるため（Ｓ７でＹＥＳ）、
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電源供給を遮断せずに維持する。そして、タイマをリセットする（Ｓ１３）。また、リセ
ット信号線Ｌ２００上のリセット信号は既にＨレベルであるため、（Ｓ９でＹＥＳ）、リ
セット信号をＨレベルのまま維持する。
【００９８】
　以上の動作により、ユニットＯＰＦ１はファンクション設定処理Ｓ４０を完了し、スル
ーモード状態を完成する。
【００９９】
　［ユニットＯＰＦ２の起動］
　ユニットＯＰＦ１のファンクション設定処理（Ｓ４０）中のステップＳ２５の動作によ
り、ユニットＯＰＦ２に電源が供給される。また、ステップＳ２７の動作により、ユニッ
トＯＰＦ２内のマイコンＭＦ２にＨレベルのリセット信号が出力される。その結果、マイ
コンＭＦ２はリセットを解除し（Ｓ２１）、起動する。マイコンＭＦ２は上述のユニット
ＯＰＦ１と同様に、ファンクション設定処理（Ｓ４０）を実行し、スルーモード状態を完
成する。
【０１００】
　［ユニットＯＰＦ３の動作］
　ユニットＯＰＦ２によるステップＳ２５の動作により、ユニットＯＰＦ３に電源が供給
される。また、ステップＳ２７の動作により、ユニットＯＰＦ３内のマイコンＭＦ３にＨ
レベルのリセット信号が出力される。そのため、マイコンＭＦ３はリセットを解除し（Ｓ
２１）、起動する。そして、マイコンＭＦ３は、ファンクション処理を実行する（Ｓ４０
）。
【０１０１】
　ユニットＯＰＦ３内のスライドスイッチ２４は制御対象モードに設定されている。つま
り、稼働切片ＳＷにより、接点Ｐ２４５とＰ２４６とが接続されている。そのため、スイ
ッチ検出線Ｌ７００上の電圧レベルはＨレベル（ハイインピーダンス状態）である。した
がって、マイコンＭＦ３は、スライドスイッチ２４が「制御対象モード」であると判断す
る（Ｓ２４でＮＯ）。このとき、マイコンＭＦ３は、リセット信号線Ｌ２０２上のリセッ
ト信号をＬレベルにする（Ｓ３０）。ユニットＯＰＦ３よりも後段のユニットを起動する
必要がないからである。続いて、マイコンＭＰ３は、ファンクションスイッチ２５の接続
先を自己側信号線群１０００に切り替える（Ｓ２６）。具体的には、スイッチ素子２５１
は電源受信線Ｌ１０１とＬ１０２とを接続する。同様に、スイッチ素子２５２は通信線Ｌ
４０１とＬ４０２とを接続し、スイッチ素子２５３は映像信号線Ｌ５０１とＬ５０２とを
接続する。スイッチ素子２５４は音声信号線Ｌ６０１とＬ６０２とを接続する。これによ
り、ＡＶ装置１０は、ユニットＯＰＦ３内のコンテンツ信号生成部３０と通信可能となる
。
【０１０２】
　［ＡＶ装置１０によるユニットＯＰＦ３の制御方法決定処理］
　ＡＶ装置１０は、ユニットＯＰＦｎの種類に応じた制御を行う。たとえば、ユニットＯ
ＰＦｎがＤＶＤプレーヤやＨＤＤプレーヤ等である場合、コンテンツの再生指示や停止指
示を出力する。ユニットＯＰＦｎがチューナ装置である場合、選局指示等を出力する。
【０１０３】
　図９を参照して、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルがＨレベルからＬレベルに変化した
とき（Ｓ５１）、ＡＶ装置１０内のマイコンＭ０は、所定期間ΔＴ３が経過するまで接続
検出線Ｌ３００のレベルを監視する（Ｓ５２）。所定期間ΔＴ３が経過するまでに接続検
出線Ｌ３００がＨレベルになったとき（Ｓ５２でＮＯ）、動作を終了する。この場合、制
御対象モードのユニットＯＰＦｎが存在しないことを意味する。
【０１０４】
　一方、ステップＳ５２で判断の結果、所定期間ΔＴ３が経過するまで接続検出線Ｌ３０
０がＬレベルを維持した場合（Ｓ５２でＮＯ）、制御対象モードのユニットＯＰＦ３の起
動が完了しており、ＡＶ装置１０からの制御を受付可能な状態であることを示す。そのた
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め、ＡＶ装置１０内のマイコンＭ０は、タイプ情報の要求コマンドを出力する（Ｓ５３）
。ユニットＯＰＦ３は通信線Ｌ４０１及びＬ４０２を介して要求コマンドを受け、自身の
種類を示すタイプ情報を出力する。
【０１０５】
　マイコンＭ０は通信線Ｌ４００を介してタイプ情報を受ける（Ｓ５４でＹＥＳ）。そし
て、タイプ情報に応じた制御コマンド群をメモリから読み出し、ユーザ操作に応じて選択
された制御コマンドをユニットＯＰＦ３に出力する。以上の動作により、ＡＶ装置１０は
制御対象モードのユニットＯＰＦｎの種類に応じた制御を実行できる。
【０１０６】
　［ケース２］
　ユニットＯＰＦ３が着脱型ユニットＯＰＦ３Ａである場合を想定する。コンテンツ装置
３０がコネクタ２８から取り外されたとき、ＡＶ装置１０はユニットＯＰＦ１～ＯＰＦ３
への電源の供給を停止し、消費電力を低減できる。以下、図５中のユニットＯＰＦ３が着
脱型ユニットＯＰＦ３Ａであるとして、コンテンツ信号生成部３０が取り外された場合の
ＡＶシステムの動作を説明する。
【０１０７】
　ユーザがコンテンツ装置３０（たとえばＤＡＰ等）をユニットＯＰＦ３Ａのコネクタ２
８から取り外したとき、導通線Ｌ３０２はコンテンツ装置３０の接地端子ＧＮＤから切り
離される。このとき、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはハイインピーダンス状態となる
。
【０１０８】
　ＡＶ装置１０内のマイコンＭ０は、接続検出線Ｌ３００がＬレベルからＨレベルに変化
したと判断する（Ｓ１でＹＥＳ、Ｓ２でＹＥＳ）。そのため、タイマカウントを開始する
（Ｓ３及びＳ４）。そして、猶予期間ΔＴ１が経過した後（Ｓ５でＹＥＳ）、マイコンＭ
０はリセット信号をＬレベルとし（Ｓ６）、さらに、遮断回路１２を用いて、電源の供給
を遮断する（Ｓ１２）。電源の供給を遮断した後、タイマはリセットされる。
【０１０９】
　以上の工程により、ユニットＯＰＦ１、ＯＰＦ２及びＯＰＦ３Ａは電源の供給を遮断さ
れ、動作を停止する。そのため、消費電力を低減できる。
【０１１０】
　電源の供給が遮断されていても、各ユニットＯＰＦ１及びＯＰＦ２のスライドスイッチ
２４は「スルーモード」の接続状態を維持しており、ユニットＯＰＦ３Ａのスライドスイ
ッチ２４は「制御対象モード」の接続状態を維持する。そのため、コンテンツ装置３０が
コネクタ２８に再び接続されたとき、ＡＶシステム１はケース１と同様の動作を再び実行
し、ユニットＯＰＦ３Ａを制御可能となる。
【０１１１】
　［ケース３］
　図６に示すように、ユーザが利用するユニットをユニットＯＰＦ３からＯＰＦ２に変更
する場合のＡＶシステム１の動作を説明する。
【０１１２】
　この場合、ユーザは、ユニットＯＰＦ２のスライドスイッチ２４の稼働切片ＳＷを手動
操作して、「制御対象モード」に設定する。このとき、スライドスイッチ２４内では、接
点Ｐ２４２とＰ２４３とが接続され、設定Ｐ２４５とＰ２４６とが接続される。そのため
、スイッチ検出線Ｌ７００の電圧がＨレベルに変化する。スイッチ検出線Ｌ７００の電圧
変化により、ユニットＯＰＦ２のマイコンＭＦ２は、図８中のステップＳ２９でスライド
スイッチ２４のモードが変化したと判断する（Ｓ２９でＹＥＳ）。そして、ステップＳ２
３に戻って、マイコンＦ２は接続検出線Ｌ３００を遮断する（Ｓ２３）。つまり、擬似的
未接続状態を作り出す。
【０１１３】
　続いて、マイコンＭＦ２は、Ｈレベルのスイッチ検出線Ｌ７００に基づいて、スライド
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スイッチ２４が「制御対象モード」に設定されたと判断する（Ｓ２４でＮＯ）、そのため
、マイコンＭＦ２は、リセット信号線Ｌ２０２上のリセット信号をＬレベルにする（Ｓ３
０）。続いて、マイコンＭＦ２は、ファンクションスイッチ２５の接続先を自己側信号線
群１０００に設定する（Ｓ２６）。ファンクションスイッチ２５を切り替えた後、マイコ
ンＭＦ２は接続検出線Ｌ３００の遮断を解除する。ファンクションスイッチ２５の切り替
えにより、ユニットＯＰＦ３への電源の供給は遮断される。以上の動作により、ユニット
ＯＰＦ３は動作を停止する。
【０１１４】
　マイコンＭＦ２のステップＳ２８の動作により、ＡＶ装置１０のマイコンＭ０は、図９
に示すステップＳ５１で接続検出線Ｌ３００がＬレベルに変化したと判断する（Ｓ５１）
。そして、所定期間ΔＴ３経過後に、タイプ情報を問い合わせる（Ｓ５３）。マイコンＭ
Ｆ２は、問い合わせを受け、タイプ情報をマイコンＭ０に出力する。マイコンＭ０はタイ
プ情報を受け（Ｓ５４でＹＥＳ）、タイプ情報に応じてユニットＯＰＦ２を制御する。
【０１１５】
　ケース３では、ＡＶ装置１０は電源供給を遮断しないが、ユニットＯＰＦｎ内の遮断回
路２３により、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルを強制的に変化させる。つまり、擬似的
未接続状態を作り出す。これにより、ＡＶ装置１０のマイコンＭ０は、制御対象となるユ
ニットＯＰＦｎの切り替えを検出でき、制御対象のユニットＯＰＦｎの種類に応じた制御
を行うことができる。
【０１１６】
　［第２の実施の形態］
　第１の実施の形態では、ユーザが各ユニットＯＰＦ１～ＯＰＦｎのスライドスイッチ２
４を手動で切り替えることで、制御対象となるユニットＯＰＦｎを指定した。しかしなが
ら、制御対象となるオプションユニットの指定をＡＶ装置で設定できるようにしてもよい
。
【０１１７】
　図１０を参照して、第２の実施の形態によるＡＶシステム２も、第１の実施の形態と同
様に、ＡＶ装置２０に対してオプションユニットＯＰＳ１～ＯＰＳｎがデイジーチェーン
接続される。
【０１１８】
　［ＡＶ装置］
　図１１を参照して、ＡＶ装置２０は、ＡＶ装置１０と比較して、新たにモードセレクタ
１６と、Ｉ２ＣバスＬ８００とを備える。
【０１１９】
　［モードセレクタ］
　モードセレクタ１６は、ユーザ操作に応じて複数のユニットＯＰＳ１～ＯＰＳｎの中か
ら制御対象となるユニットＯＰＳｎを選択する。Ｉ２ＣバスＬ８００は、デイジーチェー
ン接続されたユニットＯＰＳ１～ＯＰＳｎを識別するのに利用される。ＡＶ装置２０は、
デイジーチェーンされた各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳｎの識別番号をマイコンＭ０内のメ
モリに格納している。ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳｎの識別番号は、ＡＶ装置２０に接続し
た順に番号がインクリメントされて付与される。つまり、本例では、ユニットＯＰＳ１に
は識別番号「１」が付与され、ユニットＯＰＳ２には「２」が、ユニットＯＰＳｎは「ｎ
」がそれぞれ付与される。本例ではＡＶ装置２０が接続した順に番号を「１」インクリメ
ントしたが、接続した順に１よりも大きい所定数だけ番号をインクリメントしてもよい。
接続した順に所定数から順次デクリメントした番号を付与してもよい。
【０１２０】
　［Ｉ２Ｃバス］
　Ｉ２ＣバスＬ８００は、制御対象とするユニットＯＰＳｎを指定するのに利用される。
Ｉ２ＣバスＬ８００の一端はマイコンＭ０と接続され、他端は、コネクタ１７内の図示し
ない入出力端子に接続される。
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【０１２１】
　マイコンＭ０は、モードセレクタ１６により指定されたユニットＯＰＳｎの識別番号Ｉ
Ｄを用いて、指定ユニットＯＰＳｎに指示する。マイコンＭ０はさらに、図示しないメモ
リに動作フラグを格納する。動作フラグがオンのとき、モードセレクタ１６により指定さ
れた指定ユニットＯＰＳｎが制御対象モードであり、かつ、電源が供給されて動作可能な
状態であることを示す。一方、動作フラグがオフのとき、ＡＶシステム２は、動作中のユ
ニットＯＰＳｎが存在しない状態であることを示す。たとえば、ＡＶ装置２０に接続され
たユニットＯＰＳｎが存在しない状態や、ユニットＯＰＳｎが接続されているものの、動
作が停止している状態である。その他の構成はＡＶ装置１０と同じである。
【０１２２】
　［オプションユニット］
　［着脱型ユニット］
　図１１を参照して、着脱型ユニットＯＰＳｎＡは、ユニットＯＰＦｎＡと比較して、遮
断回路２３及びスライドスイッチ２４に代えてラッチングリレー２６を備える。ラッチン
グリレー２６は接点Ｐ２６１～Ｐ２６３を含み、さらに、図示しないコイルと永久磁石と
を備える。ラッチングリレー２６では、マイコンＭＳｎからの信号に応じてコイルが動作
して接点切り替えが行われる。さらに、切り替え後は、永久磁石の磁力により切り替えた
接点状態を保持できる。そのため、接点状態を保持するために電源を常時供給する必要が
ない。
【０１２３】
　接点Ｐ２６１は遮断回路２３に接続される。接点Ｐ２６２は導通線Ｌ３０２に接続され
、設定Ｐ２６３は導通線Ｌ３０３に接続される。
【０１２４】
　ユニットＯＰＳｎＡはさらに、Ｉ２ＣバスＬ８０１を備える。Ｉ２ＣバスＬ８０１はマ
イコンＭＳｎと接続される。また、Ｉ２ＣバスＬ８０１は、コネクタ２６及び１７を介し
てＩ２ＣバスＬ８００と接続される。また、コネクタ２７及び２６を介して後ろ隣のユニ
ットＯＰＳｎ＋１のＩ２ＣバスＬ８０１と接続される。ユニットＯＰＳｎＡは、遮断回路
２３がなくても、Ｉ２ＣバスＬ８００及びＬ８０１を用いた処理により、ＡＶ装置２０は
制御対象となるユニットＯＰＳｎの切り替えを検出できる。
【０１２５】
　その他の構成はオプションユニットＯＰＦｎＡと同じである。
【０１２６】
　［固定型ユニット］
　図１１を参照して、固定型ユニットＯＰＳｎＢも、固定型ユニットＯＰＦｎＢと比較し
て、遮断回路２３及びスライドスイッチ２４に代えて、ラッチングリレー２６と、Ｉ２Ｃ
バスＬ８０１とを備える。その他の構成は固定型ユニットＯＰＦｎＢと同じである。
【０１２７】
　［動作概要］
　ＡＶシステム２では、各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳｎがラッチングリレー２６とＩ２Ｃ
バスＬ８０１とを備える。Ｉ２ＣバスＬ８００及びＬ８０１を介して送信されるＡＶ装置
２０のマイコンＭ０からの指示に応答して、各ユニットＯＰＳｎのラッチングリレー２６
が制御される。換言すれば、ＡＶ装置２０が各ユニットＯＰＳｎのラッチングリレー２６
を制御でき、制御対象となるユニットＯＰＳｎを指定できる。そのため、ＡＶシステム１
のように、各ユニットＯＰＦｎごとにユーザが手動でスライドスイッチ２５を切り替えな
くてよい。
【０１２８】
　図１２は、ＡＶ装置２０の動作の詳細を示すフロー図であり、図１３は、ユニットＯＰ
Ｓｎの動作の詳細を示すフロー図である。以下、第１の実施の形態と同様に、ケース１～
ケース３におけるＡＶシステム２の動作について詳述する。
【０１２９】
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　［ケース１］
　図５に示すように、ＡＶ装置２０にユニットＯＰＳ１及びＯＰＳ２がデイジーチェーン
接続されているときに、ユーザがユニットＯＰＳ３をユニットＯＰＳ２に接続する場合を
想定する。ユニットＯＰＳ３が着脱型ＯＰＳ３Ａである場合、コンテンツ装置３０が装着
されていると仮定する。
【０１３０】
　ユーザがユニットＯＰＳ３を制御対象として動作させたい場合を想定する。たとえば、
ユニットＯＰＳ３はＤＡＰ３０を装着したドック装置であり、ユーザがＡＶ装置１０から
制御してＤＡＰ３０内のコンテンツを再生したい場合である。
【０１３１】
　このとき、ユーザはＡＶ装置２０内のモードセレクタ１６を用いてユニットＯＰＳ３を
指定する。ユニットＯＰＳ３はＡＶ装置２０から数えて３番目に接続されているため、ユ
ーザはたとえば、モードセレクタにより識別番号「３」を指定する。以下、指定された識
別番号を指定ＩＤと称する。
【０１３２】
　ＡＶ装置２０内のマイコンＭ０は、モードセレクタ１６が識別番号を切り替え、識別番
号「３」を指定したと判断する（Ｓ１０１でＹＥＳ）。このとき、マイコンＭ０は、制御
準備処理Ｓ５００を実行する。制御準備処理Ｓ５００では、制御対象となるユニットＯＰ
Ｓ３への電源を供給する処理（Ｓ１０４）と、制御対象となるユニットＯＰＳ３に対して
、制御対象であることを通知する処理（Ｓ１０３又はＳ１０８）と、制御対象となるユニ
ットＯＰＳ３の起動を確認した後（Ｓ１０９）、ユニットＯＰＳ３の種類に応じた制御を
開始する処理（Ｓ１１２）とを実行する。
【０１３３】
　制御準備処理Ｓ５００において、マイコンＭ０は初めに、動作フラグがオンであるかオ
フであるかを確認する（Ｓ１０２）。動作フラグがオンである場合、デイジーチェーン接
続された１又は複数のユニットＯＰＳｎのうち、少なくとも１つのユニットＯＰＳｎは電
源の供給を受け動作中であることを示す。一方、動作フラグがオフである場合、デイジー
チェーン接続されたいずれのユニットＯＰＳｎも電源の供給を受けずに動作を停止中であ
ることを示す。
【０１３４】
　図５に示すとおり、本例ではユニットＯＰＳ１及びＯＰＳ２２の動作が停止中であるた
め、新たに接続されたユニットＯＰＳ３にも電源は供給されない。そのため、いずでのユ
ニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３にも電源は供給されていないため、動作フラグは「オフ」にな
っている（Ｓ１０２でＹＥＳ）。
【０１３５】
　いずれのユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３にも電源が供給されていない場合、ＡＶ装置１０
は、制御対象となるユニットＯＰＳ３と、ユニットＯＰＳ３よりも前段に接続されたユニ
ットＯＰＳ１及びＯＰＳ２とに対して電源を供給しなければならない。なぜなら、ユニッ
トＯＰＳ３より前端のユニットＯＰＳ１及びＯＰＳ２に電源を供給しなければ、ファンク
ションスイッチ２５の接続先をスルー側信号線群２０００に設定できないからである。
【０１３６】
　このように各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３が電源の供給を受けるためには、自身が制御
対象であるか、又は制御対象となるユニットＯＰＳｎよりも前段に接続されているかを各
ユニットＯＰＳｎが判断出来なければならない。判断するためには、各ユニットＯＰＳｎ
が自分の識別番号を認識でき、かつ、制御対象となるユニットＯＰＳｎの識別番号を認識
できる必要がある。
【０１３７】
　各ユニットＯＰＳｎの識別番号を装置固有の番号に設定する場合、つまり、識別番号を
、各ユニット固有の静的な番号とする場合、ＡＶ装置２０での識別番号を管理が煩雑にな
る。この場合、ユーザは新たなユニットＯＰＳｎを購入するごとに、そのユニット固有の
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識別番号をＡＶ装置２０に予め入力しなければ、ＡＶ装置２０はそのユニットを認識でき
ない。
【０１３８】
　そこで本実施の形態では、各ユニットＯＰＳｎの識別番号を動的にする。具体的には、
ＡＶ装置２０にデイジーチェーン接続された順番で、識別番号を付与する。このような識
別番号の付与方法により、各ユニットＯＰＳｎは、自分が制御対象とされているか否かを
判断でき、かつ、自分が制御対象のユニットＯＰＳｎよりも前段に接続されているか否か
も判断できる。
【０１３９】
　図１２に戻って、動作フラグがオフである場合（Ｓ１０２でＹＥＳ）。遮断回路１２に
よって電源の供給は遮断されている。そこで、マイコンＭ０は遮断回路１２をオン状態に
して、電源供給遮断を解除する（Ｓ１０４）。この動作により、電源供給線Ｌ１００を介
して電源がユニットＯＰＳ１に供給される。続いて、マイコンＭ０はリセット信号線Ｌ２
００上のリセット信号をＨレベルに活性化する（Ｓ１０５）。
【０１４０】
　図１３を参照して、ユニットＯＰＳ１内のマイコンＭＳ１は、電源の供給及びＨレベル
のリセット信号を受け、リセットを解除して起動する（Ｓ２０１）。そして、自己の起動
が完了する前に後ろ隣のユニットＯＰＳ２が起動しないように、リセット信号線Ｌ２０２
上のリセット信号をＬレベルに維持する（Ｓ２０２）。続いて、マイコンＭＳ１はＩ２Ｃ
バスを用いた通信を有効化する（Ｓ２０４）。このとき、マイコンＭＳ１は、自身の識別
番号（スレーブアドレス）を、デフォルト値（たとえば「０」）に設定する。デフォルト
値は図示しないメモリ（たとえばＲＯＭ）内に予め格納されている。
【０１４１】
　さらに、マイコンＭＳ１は、自分のユニットＯＰＳ１の状態を示す現状モードフラグを
メモリに登録する（Ｓ２３０）。ユニットＯＰＳｎの状態には、「制御対象モード」と「
スルーモード」と「デフォルトモード」とが存在する。「制御対象モード」とは、自身が
制御対象となっている状態である。「スルーモード」とは、自身より後段のユニットＯＰ
Ｓｎが制御対象となっている状態である。「デフォルトモード」とは、ユニットＯＰＳｎ
が起動したばかりであり、制御対象モード及びスルーモードのいずれにも設定されていな
い初期状態である。現状モードは、制御対象モードのとき「１」とし、スルーモードのと
き「２」とし、デフォルトモードのとき「０」とする。ステップＳ２３０では、初期状態
であるため、現状モードフラグ＝０がメモリに登録される。
【０１４２】
　続いて、マイコンＭＳ１は、割当ＩＤ通知の受信を監視する。割当ＩＤ通知には、オプ
ションＯＰＳ１の識別番号（つまり、ＡＶ装置２０に何番目に接続されているかを示す番
号）が含まれている。ＡＶ装置２０内のマイコンＭ０は、ステップＳ１０５を実行してか
ら所定期間経過後（マイコンＭＳ１がステップＳ２０１～Ｓ２０４を実行するのに掛かる
時間よりも長い時間が経過した後）、デフォルト値の識別番号宛に、割当ＩＤ（ここでは
、ＩＤ＝「１」）通知を出力する（Ｓ１０６）。割当ＩＤ通知は、Ｉ２ＣバスＬ８００に
出力される。マイコンＭＳ１はＩ２ＣバスＬ８０１から割当ＩＤ通知を受け（Ｓ２０５で
ＹＥＳ）、通知されたＩＤ＝１を自己の識別番号（以降、自己ＩＤという）として図示し
ないメモリに格納する（Ｓ２０６）。
【０１４３】
　続いて、マイコンＭＳ１は、制御対象のユニットＯＰＳ３の識別番号である指定ＩＤを
問い合わせる（Ｓ２０７）。具体的には、マイコンＭＳ１は、Ｉ２ＣバスＬ８００を介し
て、ＡＶ装置１０に対して、指定ＩＤ要求を出力する。
【０１４４】
　マイコンＭ０は、割当ＩＤ通知を出力した後（Ｓ１０６）、指定ＩＤ要求の受信を監視
する（Ｓ１０７）。指定ＩＤ要求を受けたとき（Ｓ１０７でＹＥＳ）、マイコンＭ０は、
指定ＩＤ通知をＩ２Ｃバスが有効化されている全てのユニットＯＰＳｎに対して出力する
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（Ｓ１０８）。指定ＩＤ通知は、モードセレクタ１６により指定された指定ＩＤ＝３を含
む。指定ＩＤ通知を出力した後、マイコンＭ０は起動完了通知の受信を監視する（Ｓ１０
９）。起動完了通知は、制御対象となるユニットＯＰＳｎが起動して制御対象モードへの
設定を完了したときに、制御対象となるユニットＯＰＳｎから出力される。要するに、Ａ
Ｖ装置２０は、制御対象となるユニットＯＰＳｎが起動するまで、待機する。
【０１４５】
　ユニットＯＰＳ１のマイコンＭＳ１は、指定ＩＤ要求を出力した後（Ｓ２０７）、指定
ＩＤ通知の受信を監視する（Ｓ２０８）。そして、図示しないメモリに、指定ＩＤが登録
されていないか、登録されていれば、メモリ内に登録された指定ＩＤがステップＳ２０８
で受けた指定ＩＤ通知内の指定ＩＤと異なるか否かを判断する（Ｓ２０９）。本例では、
指定ＩＤはメモリに未登録であるため（Ｓ２０９でＹＥＳ）、マイコンＭＳ１は、指定Ｉ
Ｄをメモリに格納する（Ｓ２１０）。
【０１４６】
　以上の動作により、マイコンＭＳ１は、自己ＩＤと指定ＩＤとをメモリ内に格納し、認
識できる状態となる。そこで、マイコンＭＳ１は、自己ＩＤと指定ＩＤとを比較判断する
（Ｓ２１１及びＳ２１８）。判断結果に応じて、マイコンＭＳ１は以下の処理を実行する
。
【０１４７】
　［自己ＩＤ＝指定ＩＤの場合］
　自己ＩＤと指定ＩＤが同じである場合、マイコンＭＳ１は、自身が制御対象になってい
ると判断し、そのため、指定モードを制御対象を示す「１」に設定する（Ｓ２３１）。続
いて、マイコンＭＳ１は、現状モードフラグが指定モードと同じか否かを判断する（Ｓ２
３２）。現状モードフラグが指定モードと同じ場合（Ｓ２３２でＹＥＳ）、ユニットＯＰ
Ｓ１は既に制御対象モードになっている。そのため、制御対象モードに設定する処理（制
御対象モード設定処理：Ｓ６００）を実行せずにステップＳ２０８に戻る。
【０１４８】
　一方、現状モードフラグが指定モードと異なる場合（Ｓ２３２でＮＯ）、制御対象モー
ド設定処理を実行する（Ｓ６００）。
【０１４９】
　［自己ＩＤ＜指定ＩＤの場合］
　指定ＩＤが自己ＩＤよりも大きい場合（Ｓ２１１でＮＯ、Ｓ２１８でＹＥＳ）、マイコ
ンＭＳ１は、制御対象となるユニットＯＰＳｎ（つまり、Ｓ１０１で指定されたユニット
）は自分よりも後段のユニットであると判断する。この場合、マイコンＭＳ１は指定モー
ドをスルーモードを示す「２」に設定する（Ｓ２３５）。続いて、マイコンＭＳ１は、現
状モードフラグが指定モードと同じであるか否かを判断する（Ｓ２３６）。現状モードが
指定モードと同じ場合（Ｓ２３６でＹＥＳ）、ユニットＯＰＳ１は既にスルーモードにな
っている。そのため、マイコンＭＳ１は自身をスルーモードに設定する処理（スルーモー
ド設定処理：Ｓ７００）を実行することなくステップＳ２０８に戻る。
【０１５０】
　一方、現状モードフラグが指定モードと異なる場合（Ｓ２３６でＮＯ）、スルーモード
処理を実行する（Ｓ７００）。
【０１５１】
　［自己ＩＤ＞指定ＩＤの場合］
　指定ＩＤが自己ＩＤよりも小さい場合（Ｓ２１１でＮＯ、Ｓ２１８でＮＯ）、自身より
前段のユニットが制御対象に指定されている。この場合、マイコンＭＳ１はステップＳ２
０８に戻る。ＡＶシステム２では、制御対象となるユニットＯＰＳｎ及び制御対象となる
ユニットＯＰＳｎより前段のユニットには電源が供給されるが、制御対象となるユニット
ＯＰＳｎよりも後段のユニットへの電源供給は遮断される。そのため、指定ＩＤが自己Ｉ
Ｄよりも大きい場合、マイコンＭＳ１は、自身のモード（制御対象モード又はスルーモー
ド）を設定する必要がない。いずれ動作が停止するからである。
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【０１５２】
　本例では、指定ＩＤが自己ＩＤよりも大きいと判断される（Ｓ２１１でＮＯ、Ｓ２１８
でＹＥＳ）。そのため、マイコンＭＳ１は指定モードを「２」に設定する（Ｓ２３５）。
さらに、ステップＳ２３２で現状モードフラグが指定モードと異なると判断する（Ｓ２３
６でＮＯ）。
そこで、マイコンＭＳ１は、スルーモード設定処理を実行する（Ｓ７００）。
【０１５３】
　スルーモード設定処理では、マイコンＭＳ１はまず、ラッチングリレー２６をスルー側
に設定する（Ｓ２２０）。具体的には、接点Ｐ２６１とＰ２６３とを接続する。これによ
り、接続検出線Ｌ３００がＬ３０２と接続される。続いて、ファンクションユニット２５
の接続先をスルー側信号線群２０００に設定する（Ｓ２２１）。以上の動作により、ユニ
ットＯＰＳ１はスルーモード状態となる。そのため、ユニットＯＰＳ１の後ろ隣のユニッ
トＯＰＳ２に電源が供給される。続いて、マイコンＭＳ１はリセット信号をＨレベルに活
性化する（Ｓ２２３）。
【０１５４】
　以上の動作により、電源及びＨレベルのリセット信号がユニットＯＰＳ２に供給される
。そのため、ユニットＯＰＳ２内のマイコンＭＳ２がリセットを解除して起動し（Ｓ２０
１）、Ｉ２Ｃバスを用いた通信を有効化する（Ｓ２０４）。このとき、マイコンＭＳ２は
、自己ＩＤをデフォルト値「０」とする。また、マイコンＭＳ２は、現状モードフラグを
初期値の「０」に設定する（Ｓ２３０）。
【０１５５】
　マイコンＭＳ１は、ステップＳ２２３でリセット信号をＨレベルにした後、所定期間経
過後に（Ｓ２２４でＹＥＳ）、Ｉ２Ｃバスを介して、デフォルトＩＤ＝「０」宛に、割当
ＩＤ通知を送信する（Ｓ２２５）。このとき、マイコンＭＳ１は、自己ＩＤをインクリメ
ントした値、つまりＩＤ＝２（＝１＋１）を含む割当ＩＤ通知を出力する（Ｓ２２５）。
要するに、ユニットＯＰＳｎは、後ろ隣のユニットＯＰＳｎ＋１が起動していない場合、
自己ＩＤをインクリメントした識別番号ＩＤを後ろ隣のユニットＯＰＳｎ＋１に与える。
このような動作により、ＡＶシステム２のユニットＯＰＳｎは、ＡＶ装置２０との接続順
に番号が付与される。なお、ステップＳ２２４にいう所定期間は、マイコンＭＳ２がステ
ップＳ２０１～Ｓ２０４までの動作を完了するまでに掛かる時間以上とする。
【０１５６】
　割当ＩＤを通知後（Ｓ２２５）、マイコンＭＳ１は、メモリに格納された現状モードフ
ラグを「２」に更新する。これにより、マイコンＭＳ１は、現在、自身がスルーモードで
あることを認識できる。
【０１５７】
　マイコンＭＳ２は、ステップＳ２０４でＩＤ割当通知を受信し（Ｓ２０４でＹＥＳ）、
自己ＩＤ＝２をメモリに登録する（Ｓ２０６）。そして、Ｉ２ＣバスＬ８００及びＬ８０
１を介して指定ＩＤ要求を出力する（Ｓ２０７）。このとき、ＡＶ装置２０のマイコンＭ
０は、ステップＳ１０７～Ｓ１０９の動作を繰り返し実行している。そのため、ステップ
Ｓ１０７で指定ＩＤ要求を受け、Ｉ２Ｃバス通信が有効なユニットＯＰＳ１及びＯＰＳ２
に、指定ＩＤ＝３を含む指定ＩＤ通知を出力する。
【０１５８】
　マイコンＭＳ２は、指定ＩＤを受け（Ｓ２０９）、指定ＩＤを登録する（Ｓ２０９でＹ
ＥＳ、Ｓ２１０）。そして自己ＩＤと指定ＩＤを比較する（Ｓ２１１及びＳ２１８）。指
定ＩＤ（＝３）は自己ＩＤ（＝２）よりも大きいため（Ｓ２１１でＮＯ、Ｓ２１８でＹＥ
Ｓ）、マイコンＭＳ２は指定モードを「２」に設定し（Ｓ２３５）、現状モードフラグと
比較する（Ｓ２３６）。比較の結果、現状モードフラグは指定モードと異なるため（Ｓ２
３６でＮＯ）、マイコンＭＳ２はスルーモード設定処理を実行する（Ｓ７００）。一方、
マイコンＭＳ１も指定ＩＤを受信する（Ｓ２０８でＹＥＳ）。しかしながら、ステップＳ
２０９でマイコンＭＳ１は、ステップＳ２０８で受けた指定ＩＤは、メモリ内に格納され
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た指定ＩＤと同じと判断する（Ｓ２０９でＮＯ）。そのため、ステップＳ２０８に戻る。
つまり、設定に変更がないため、スルーモード設定処理等の動作をすることなく、再び指
定ＩＤの受信を監視する（Ｓ２０８）。
【０１５９】
　マイコンＭＳ２におけるスルーモード設定処理（Ｓ７００）により、ユニットＯＰＳ３
内のマイコンＭＳ３はリセットを解除して起動する（Ｓ２０１）。そして、自己ＩＤをデ
フォルト値に設定し（Ｓ２０４）、現状モードを「０」に設定する（Ｓ２３０）。そして
、マイコンＭＳ２から割当ＩＤを取得する（Ｓ２０５でＹＥＳ）。マイコンＭＳ２はスル
ーモード設定処理（Ｓ７００）において、自己ＩＤ＋１＝３の割当ＩＤをマイコンＭＳ３
に出力する。そのため、マイコンＭＳ３は自己ＩＤ＝３をメモリに登録する（Ｓ２０６）
。
【０１６０】
　マイコンＭＳ３は、マイコンＭＳ１及びＭＳ２と同様に、指定ＩＤを取得する（Ｓ２０
７及びＳ２０８）。そして、指定ＩＤをメモリに登録する（Ｓ２１０）。そして、マイコ
ンＭＳ１及びＭＳ２と同様に、自己ＩＤと指定ＩＤとを比較する。
【０１６１】
　本例では、指定ＩＤ＝３であるため、マイコンＭＳ３は自己ＩＤが指定ＩＤと同じであ
ると判断する（Ｓ２１１でＹＥＳ）。そこで、指定モード＝１に設定し（Ｓ２３１）、現
状モードフラグを比較する（Ｓ２３２）。本例では、現状モードフラグは指定モードと異
なるため（Ｓ２３２でＮＯ）、マイコンＭＳ３は、制御対象モード設定処理を実行する（
Ｓ６００）。
【０１６２】
　制御対象モード設定処理では、マイコンＭＳ３はまず、リセット信号線Ｌ２０２上のリ
セット信号をＬレベルにする（Ｓ２１３）。本例ではステップＳ２０２により既にリセッ
ト信号はＬレベルとなっているため、ステップＳ２１３でリセット信号をＬレベルに維持
する。これにより、仮に、ユニットＯＰＳ３の後ろ隣にユニットＯＰＳ４が接続されてい
る場合、ユニットＯＰＳ４は電源の遮断とともに動作を停止する。
【０１６３】
　続いて、マイコンＭＳ３は、ラッチングリレー２６の接続状態を自己側に設定する（Ｓ
２１４）。具体的には、マイコンＭＳ３は信号を出力して、接点Ｐ２６１とＰ２６２とを
接続する。これにより、接続検出線Ｌ３００とＬ３０２とが接続される。マイコンＭＳ３
はさらに、ファンクションスイッチ２５の接続先を自己側信号線群１０００に設定する（
Ｓ２１５）。これにより、電源がコンテンツ信号生成部３０に供給され、制御対象モード
が完了する。
【０１６４】
　以上の動作を実行した後、マイコンＭＳ３は起動完了通知をＩ２ＣバスＬ８０１上に出
力する（Ｓ２１７）。以上の動作を完了した後、マイコンＭＳ３は、現状モードフラグを
「１」に更新する。これによりマイコンＭＳ３は、自身が現在、制御対象モードであるこ
とを認識できる。
【０１６５】
　ＡＶ装置１０のマイコンＭ０は、ステップＳ１０７～Ｓ１０９の動作を繰り返している
が、マイコンＭＳ３からの起動完了通知をステップＳ１０９で受信したとき、ユニットＯ
ＰＳ３の制御方法決定処理を行う（Ｓ１１０～Ｓ１１６）。
【０１６６】
　制御方法決定処理では、マイコンＭＳ３はまず、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルを確
認する。仮に、ユニットＯＰＳ３が着脱型ユニットＯＰＳ３Ａであっても、コンテンツ信
号生成部３０が装着されていれば、電圧レベルはＬレベルである。そのため、マイコンＭ
０は動作フラグをオンにして（Ｓ１１１）、メモリに格納する。以降、動作フラグを参照
すれば、デイジーチェーン接続されたユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３のいずれか１つが動作
中であることが分かる。
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【０１６７】
　続いて、マイコンＭ０はＩＤ＝３宛にタイプ情報要求をＩ２ＣバスＬ８００を介して出
力する。各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３は、タイプ情報要求の送信先アドレスを確認し、
自己ＩＤと異なる場合無視する。ユニットＯＰＳ３のマイコンＭＳ３は、タイプ情報要求
の送信先アドレスが自己ＩＤと同じであると判断し、自身のタイプ情報をマイコンＭ０に
送信する。ここで、自身のタイプ情報はスレーブアドレスのデフォルト値とともに、ユニ
ットＯＰＳ３のメモリ（ＲＯＭ等）に格納されている。
【０１６８】
　マイコンＭ０はタイプ情報を受信し（Ｓ１１３でＹＥＳ）、タイプ情報に応じた制御コ
マンドをメモリから読み出す。そしてユーザ操作に応じて選択された制御コマンドをユニ
ットＯＰＳ３に送信する。要するに、マイコンＭ０はタイプ情報に応じた制御を実行する
（Ｓ１１４）。
【０１６９】
　一方、ユニットＯＰＳ３が着脱型ユニットＯＰＳ３Ａであって、コンテンツ信号生成部
３０がコネクタ２８に装着されていない場合、接続検出線Ｌ３００はＨレベルになってい
る（ｓ１１０でＮＯ）、この場合、動作可能な制御対象のユニットＯＰＳｎは存在しない
ため、マイコンＭ０は、動作フラグはオフ状態で維持して（Ｓ１１５）、電源の供給を遮
断する（Ｓ１１６）。
【０１７０】
　［ケース２］
　図５中のユニットＯＰＳ３が着脱型ユニットＯＰＳ３Ａであり、制御対象として動作中
である場合を想定する。コンテンツ装置３０がコネクタ２８から取り外されたとき、ＡＶ
装置１０はユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３への電源の供給を停止し、消費電力を低減できる
。
【０１７１】
　ユーザがコンテンツ装置３０（たとえばＤＡＰ等）をユニットＯＰＳ３Ａのコネクタ２
８から取り外したとき、導通線Ｌ３０２はコンテンツ信号生成部３０の接地端子ＧＮＤか
ら切り離される。このとき、接続検出線Ｌ３００の電圧レベルはＨレベルになる。
【０１７２】
　ＡＶ装置１０のマイコンＭ０は、接続検出線Ｌ３００がＬレベルからＨレベルに変化し
たと判断する（Ｓ１０１でＮＯ、Ｓ１１７でＹＥＳ、Ｓ１１８でＮＯ）。そのため、マイ
コンＭ０は遮断回路１２を用いて電源の供給を遮断する（Ｓ１１９）。そして、動作フラ
グをオフにする（Ｓ１２０）。以上の工程により、ユニットＯＰＳ１、ＯＰＳ２及びＯＰ
Ｓ３Ａは電源の供給を遮断され、動作を停止する。そのため、消費電力を低減できる。
【０１７３】
　電源の供給が遮断されていても、各ユニットＯＰＳ１及びＯＰＳ２のラッチングリレー
２６は「スルーモード」の接続状態を維持しており、ユニットＯＰＳ３Ａのラッチングリ
レー２６は「制御対象モード」の接続状態を維持している。
【０１７４】
　コンテンツ装置３０がコネクタ２８に再び接続されたとき、マイコンＭ０は接続検出線
Ｌ３００がＨレベルからＬレベルに変化したと判断する（Ｓ１０１でＮＯ、Ｓ１１７でＹ
ＥＳ、Ｓ１１８でＹＥＳ）。そのため、ステップＳ１０４に進み、ケース１と同様の動作
を実行する。つまり、ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３を順次起動させ、ユニットＯＰＳ３を
制御する。
【０１７５】
　以上の動作により、ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３のいずれにも電源が供給されていない
場合であっても、各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３のラッチングリレー２６は接続状態を維
持する。そのため、コンテンツ信号生成部３０の装着を接続検出線Ｌ３００で検出でき、
制御対象となるユニットＯＰＳ３を再び制御できる。
【０１７６】
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　［ケース３］
　図６に示すように、ユーザが利用するユニットをユニットＯＰＳ３からＯＰＳ２に変更
する場合のＡＶシステム２の動作を説明する。
【０１７７】
　この場合、ユーザは、モードセレクタ１６を用いて指定ＩＤを「３」から「２」に切り
替える。このとき、マイコンＭ０は指定ＩＤの切り替えを検知し（Ｓ１０１でＹＥＳ）、
メモリに格納された動作フラグを確認する（Ｓ１０２）。ここでは、図６の場合、動作フ
ラグはオンされているため（Ｓ１０２でＮＯ）、電源供給は遮断されていない。そこで、
マイコンＭ０はＩ２ＣバスＬ８００を介して、指定ＩＤ＝２を含む指定ＩＤ通知を送信す
る（Ｓ１０３）。
【０１７８】
　図１３を参照して、各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３は、動作中において、指定ＩＤ通知
の受信を監視している（Ｓ２０８）。各ユニットＯＰＳ１～ＯＰＳ３は、ステップＳ１０
３に基づく指定ＩＤ通知を受け、以下の動作を実行する。
【０１７９】
　［ユニットＯＰＳ１］
　ユニットＯＰＳ１のマイコンＭＳ１は、ステップＳ２０８で指定ＩＤ（＝２）を受信す
る（Ｓ２０８でＹＥＳ）。図６において、ユニットＯＰＳ１内のメモリに格納されている
指定ＩＤ＝３であるため（Ｓ２０９でＮＯ）、マイコンＭＳ１は、メモリ内の指定ＩＤを
「３」から「２」に更新する（Ｓ２１０）。
【０１８０】
　続いて、マイコンＭＳ１は、自己ＩＤと更新された指定ＩＤとを比較する。その結果、
指定ＩＤは自己ＩＤよりも大きいと判断する（Ｓ２１１でＮＯ、Ｓ２１８でＹＥＳ）。こ
のとき、マイコンＭＳ１は、指定モードを「２」として（Ｓ２３５）、現状モードフラグ
が指定モードと同じか否かを判断する（Ｓ２３６）。本例では、ユニットＯＰＳ１はスル
ーモードであったため、現状モードは「２」となっている。そこで、現状モードは指定モ
ードと同じであるため（Ｓ２３６でＹＥＳ）、マイコンＭＳ１はスルーモード処理を実行
することなくステップＳ２０８に戻る。
【０１８１】
　［ユニットＯＰＳ２］
　ユニットＯＰＳ２のマイコンＭＳ２は、ステップＳ２０８で指定ＩＤ（＝２）を受信し
（Ｓ２０８でＹＥＳ）、メモリ内の指定ＩＤを「２」に更新する（Ｓ２０９でＹＥＳ、Ｓ
２１０）。続いて、マイコンＭＳ２は、自己ＩＤと指定ＩＤとが同じであると判断する（
Ｓ２１１でＹＥＳ）。そこで、マイコンＭＳ２は、指定モードを「１」に設定し（Ｓ２３
１）、現状モードフラグが指定モードと同じか否かを判断する（Ｓ２３２）。本例では、
ユニットＯＰＳ２はスルーモードであったため、現状モードフラグは「２」となっている
。そこで、マイコンＭＳ２は、現状モードフラグが指定モードフラグと異なると判断し（
Ｓ２３２でＹＥＳ）、制御対象モード設定処理を実行する（Ｓ６００）。制御対象モード
設定処理の実行により、ユニットＯＰＳ３への電源供給が遮断され、かつ、ユニットＯＰ
Ｓ３に出力されるリセット信号もＬレベルとなる。そのため、ユニットＯＰＳ３は動作を
停止する。
【０１８２】
　以上の動作により、指定ＩＤの切り替えが完了する。ＡＶ装置２０内のマイコンＭ０は
、ユニットＯＰＳ２から出力された起動完了通知を受け（Ｓ１０９でＹＥＳ）、制御方法
決定処理を行う（Ｓ１１０～Ｓ１１６）。そのため、ユニットＯＰＳ２の種類に応じた制
御を実行できる。
【０１８３】
　［第３の実施の形態］
　オプションユニットがスライドスイッチ及びラッチングリレーの両方を備えていてもよ
い。図１４を参照して、第３の実施の形態におけるＡＶシステム３は、ＡＶ装置２０と、
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複数のユニットＯＰＴ１～ＯＰＴｎを備える。これらは、図１０と同様に、デイジーチェ
ーン接続される。
【０１８４】
　ＡＶ装置２０の構成は第２の実施の形態で説明した通りである。以下、ユニットＯＰＴ
ｎの構成について説明する。
【０１８５】
　［オプションユニット］
　ユニットＯＰＴｎは、図１１に示すユニットＯＰＳｎと比較して、新たに遮断回路２３
と、スライドスイッチ２４０と、プルアップ回路２９とを備える。遮断回路２３は、図３
に示すユニットＯＰＦｎ内の遮断回路２３と同じ構成を有し、スライドスイッチ２４０と
接続検出線Ｌ３００と接続されるコネクタ２６内の入出力端子との間に接続される。
【０１８６】
　スライドスイッチ２４０は、図３中のスライドスイッチ２４と同じく、機械的スイッチ
である。スライドスイッチ２４０は、接点Ｐ２４１～Ｐ２４６と、接点Ｐ２４０及びＰ２
４７とを備える。接点Ｐ２４１～Ｐ２４６の接続関係は、図３中のスライドスイッチ２４
と同じである。接点Ｐ２４０は、ラッチングリレー２６に接続されている。接点２４７は
開放端である。
【０１８７】
　ラッチングリレー２６中の接点Ｐ２６１は、接点Ｐ２４０に接続される。そして、接点
Ｐ２６２は導通線Ｌ３０２と接続され、接点Ｐ２６３は導通線Ｌ３０３と接続される。
【０１８８】
　スライドスイッチ２４０は、３つのモードが選択可能となっている。３つのモードは、
スルーモード、制御対象モード、及びリモートモードである。
【０１８９】
　稼働切片ＳＷを図１４中上段に移動したとき、スライドスイッチ２４０は、動作対象モ
ードに設定される。この場合、接点Ｐ２４２及びＰ２４３が接続される。このとき、接続
検出線Ｌ３００は導通線Ｌ３０２と接続される。さらに、接点Ｐ２４５及びＰ２４６が接
続される。このとき、スイッチ検出線Ｌ７００は一端（接点Ｐ２４６）が開放されるため
、電圧レベルがＨレベル（ハイインピーダンス状態）となる。
【０１９０】
　稼働切片ＳＷを図１４中の中段に移動したとき、スライドスイッチ２４０は、スルーモ
ードに設定される。この場合、接点Ｐ２４１及びＰ２４２が接続される。その結果、接続
検出線Ｌ３００は、導通線Ｌ３０３と接続される。さらに、接点Ｐ２４４及びＰ２４５が
接続される。この場合、スイッチ検出線Ｌ７００が接地端子ＧＮＤに接続される。そのた
め、スイッチ検出線Ｌ７００の電圧レベルはＬレベルになる。
【０１９１】
　稼働切片ＳＷ３が下段に移動したとき、スライドスイッチ２４０は、リモートモードに
設定される。この場合、接続検出線Ｌ３００は、ラッチングリレー２６と接続される。し
たがって、スライドスイッチ２４０がリモートモードに設定された場合、スライドスイッ
チ２４０ではなくラッチングリレー２６が、「制御対象モード」か「スルーモード」かを
設定する。その他の構成は、図１１に示すユニットＯＰＳｎと同じである。なお、図１４
に示すとおり、オプションユニットＯＰＴｎは、上述のユニットＯＰＦｎ及びＯＰＳｎと
同様に、着脱型ユニットＯＰＴｎＡと、固着型ユニットＯＰＴｎＢの２種類が存在する。
【０１９２】
　ユーザはユニットＯＰＴｎの稼働切片ＳＷＳＷを手動操作することで、スライドスイッ
チ２４０を「スルーモード」及び「制御対象モード」に設定できる。この場合、ＡＶ装置
２０は、ＡＶ装置１０と同様の動作（図７及び図９）を実行する。また、ユニットＯＰＴ
ｎは、図８に示す動作を実行する。
【０１９３】
　一方、ユーザによる稼働切片ＳＷの移動により、スライドスイッチ２４０が「リモート



(30) JP 4719834 B2 2011.7.6

10

20

30

40

モード」に設定されたとき、ＡＶ装置２０は、図１２に示す動作を実行する。そして、ユ
ニットＯＰＴｎは、図１３に示す動作を実行する。
【０１９４】
　上述の実施の形態では、機械的スイッチとしてスライドスイッチ２４及び２４０を使用
した。しかしながら、スライドスイッチ２４及び２４０を、トグルスイッチやプッシュス
イッチ、ロッカースイッチ、ロータリースイッチ、ディップスイッチ、ジャンパースイッ
チ等に置換してもよい。
【０１９５】
　また、本実施の形態では、リセット信号線Ｌ２００及びＬ２０１、Ｌ２０２を設け、リ
セット信号線を活性化させることで、後ろ隣のユニットを起動した。しかしながら、各ユ
ニット内の電源回路２１がパワーオンリセット信号回路を備え、電源を受けたときに、活
性化されたパワーオンリセット信号を自身のマイコンに出力してもよい。この場合、リセ
ット信号線Ｌ２００～Ｌ２０２は不要となる。
【０１９６】
　以上、本発明の実施の形態を説明したが、上述した実施の形態は本発明を実施するため
の例示に過ぎない。よって、本発明は上述した実施の形態に限定されることなく、その趣
旨を逸脱しない範囲内で上述した実施の形態を適宜変形して実施することが可能である。
【符号の説明】
【０１９７】
１～３　ＡＶシステム
ＧＮＤ　接地端子
Ｌ１００　電源供給線
Ｌ１０１～Ｌ１０３　電源受信線
Ｌ２００～Ｌ２０２　リセット信号線
Ｌ３００　接続検出線
Ｌ３０１～Ｌ３０３　導通線
Ｌ４００～Ｌ４０２　通信線
Ｌ５００～Ｌ５０３　映像信号線
Ｌ６００～Ｌ６０３　音声信号線
Ｌ７００　スイッチ検出線
Ｌ８００，Ｌ８０１　Ｉ２Ｃバス
Ｍ０，ＭＦ１～ＭＦｎ，ＭＳ１～ＭＳｎ　マイコン
ＯＰＦｎ，ＯＰＳｎ，ＯＰＴｎ，ＯＰＣｎ　オプションユニット
１０，２０　ＡＶ装置
１１　電源供給回路
１２，２３　遮断回路
１４，２９　プルアップ回路
１６　モードセレクタ
１７　　コネクタ
２１　電源回路
２４，２４０　スライドスイッチ
２５　ファンクションスイッチ
２６　ラッチングリレー
３０　コンテンツ信号生成部
３１　コンテンツ信号出力部
１００　　装置
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